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1.1 はじめに  
『現代日本語書き言葉均衡コーパス』（Balanced Corpus of Contemporary Written 
Japanese、以下 BCCWJ）は、国立国語研究所が中心となって開発した日本語に関する初




これにくわえて、2011 年 12 月にはデータ全体を DVD に記録して公開した。これを以下
では BCCWJ-DVD 版（Version 1.0）と呼ぶ。BCCWJ-DVD 版（Version 1.0）はその後広
く内外で利用されたが、公開後早い時期から文境界の認定に問題があることが指摘されて
いた。また数字を桁単位に形態素解析するために導入した NumTrans（第 6 章参照）の仕
組みについても、かえってデータの使い勝手を阻害しているとの指摘があった。 
今般、これらの問題を中心にその他若干の問題を解消した新データを公開し、これを
BCCWJ-DVD 版（Version 1.1）と呼ぶことにする。本文書は BCCWJ-DVD 版のマニュア
ルである。Version1.1 を公開するにあたり、本文書にも必要な改訂をくわえたので、タイ
トルを「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』利用の手引 第 1.1 版」に修正した。旧版（マ
ニュアル第 1.0 版）と新版（同第 1.1 版）の主要な相違点は以下の 3 点である。 
 
① 旧版では第 7 章を『中納言』の操作法にあてていたが、今回の改定に際して割愛した。
『中納言』は毎年機能拡張を重ねて進化してきている。 新の操作法については『中
納言』のオンラインマニュアルを参照していただきたい。 
② 新版の第 8 章は新規に追加したもので、文境界の認定について BCCWJ-DVD 版
（Version 1.0）から同（Version 1.1）への修正がどのように行われたかを説明してい
る。 
③ 旧版第 6 章では TSV データ（後述）と M-XML（Morphology-base XML）データ（後
述）をまとめて解説したが、新版ではこれらを第 6 章（TSV）と第 9 章（M-XML）
に分割した。 
 
















表記される割合を BCCWJ のレジスター（register）（表 2-1 参照）ごとに示している。グ



































































ChaSen legacy の標準辞書として広く利用されている IPADIC では「国立国会図書館」は
「国立＋国会図書館」の 2 語に分析されるが、「国立科学博物館」は「国立」「科学」「博物










国立国会図書館 ⇒ 国立＋国会＋図書＋館（接） 
国立科学博物館 ⇒ 国立＋科学＋博物＋館（接） 
国立歴史民俗博物館  ⇒ 国立＋歴史＋民俗＋博物＋館（接） 
国立歴史民俗学博物館 ⇒ 国立＋歴史＋民俗＋学（接）＋博物＋館（接） 
 
BCCWJ が採用している形態論上のこの単位をわれわれは短単位（short unit word）と







析されるからである。事実、これら 2 単位の共起関係を指定して検索すると、前者には 16
個、後者には 901 個の用例が見つかる。 
しかし、これらの頻繁に利用される複合語を直接検索できないのは不便である。そこで






















合、 後の 3 行がこれに該当している。 
 
















含まれている。BCCWJ 全体の精度は 98%、コアデータ（第 2 章参照）に限れば 99%以上
である。これは現在の形態素解析技術の 高水準を示す数字ではあるが、コアデータでも
平均して 100 語に 1 語程度は誤りがあることになる。 
解析誤りには、品詞を分類し間違えているもの、品詞は正解だが語彙素の細分類が誤っ
                                                  
2 詳しくは『中納言』のオンラインマニュアル参照。 
短単位 短単位品詞 長単位 長単位品詞




に 助詞-格助詞 における 助詞-格助詞
おけ 動詞-一般
る 助動詞
公害 名詞-普通名詞-一般 公害紛争処理 名詞-普通名詞-一般
紛争 名詞-普通名詞-サ変可能
処理 名詞-普通名詞-サ変可能
の 助詞-格助詞 の 助詞-格助詞
手続 名詞-普通名詞-サ変可能 手続 名詞-普通名詞-一般








表 1-2: 解析誤りの例 































































出版サブコーパスでは 2001 年から 2005 年までの 5 年間の幅であるが、図書館サブコー
パスでは、これが 1986 年から 2005 年までの 20 年間に広がっている。特定目的サブコー
パスに収められた種々のレジスター間にも相違があり、白書は 1976 年から 2005 年までの
30 年間をカバーしているのに対して、広報紙は 2008 年 1 年間だけである。すべてのレジ
スターが同一の時間幅をもっていることが望ましいのは言うまでもないが、実際にはデー




























NumTrans 非適用のデータは、第 6 章と第 9 章で説明するように Version 1.1 で新規追加
されたデータである。 後の列（ディスク）に示したのは Version 1.1 を構成する 4 枚の
DVD のうちどれにデータが保管されているかの情報である。さらに、この表には示してい
ないが、書誌情報データとドキュメント類が Disc 1 に保存されている（1.5 節参照）。 
 
表 1-3: BCCWJ-DVD 版（Version 1.1）に含まれる文書形式とデータの内容 
文書形式 NumTrans サンプル長 形態論情報 文書構造情報 ディスク 
TSV 
適用 統合 有 無† Disc 2 
非適用 統合 有 無† Disc 4 
M-XML 
適用 統合 有 有†† Disc 1 
非適用 統合 有 有†† Disc 3 
C-XML 
非適用 固定 無 有 Disc 1 




(1) TSV 形式と XML 形式：データをタブ区切りテキストファイル（TSV）形式で提供し
ているか、タグ付き XML 文書として公開しているかの別である。TSV データは形態
論情報を表形式で公開する目的に利用されており、短単位と長単位の情報は別のファ
イルに格納されている。XML 文書には 2 種類の別がある（下記(3）参照）。 
(2) NumTrans 版と非 NumTrans 版：「１９９９年」のように数字を含んだテキストを形
態素解析するために事前に「千九百九十九年」のように形態素解析しやすい形にテキ
ストを加工しているか（NumTrans 版）、していないか（非 NumTrans 版）の別であ
る（第 9 章参照）。Version1.0 では NumTrans 版だけが公開されていたが、今回、非
NumTrans 版も追加公開する。NumTrans 版と非 NumTrans 版では、数字部分の短単
位語数も形態論情報も異なることに注意が必要である。 




構造情報の一部も構造化している（第 9 章参照）。 
(4) サンプル長：BCCWJ のサンプルには固定長サンプル（1,000 字固定）と可変長サンプ
ル（長さは様々。1 万字以内）がある。そしてレジスターによって、固定長と可変長の
両サンプルを持つものと可変長サンプルだけのものとがある（第 2、3 章参照）。C-XML




施している（第 9 章参照）。 
(5) コアデータと非コアデータ：約 100 万短単位からなるコアデータに含まれるサンプル
（コアサンプル）は、それ以外（非コアサンプル）に比べて形態論情報の解析精度が
高い（第 5 章参照）。 
(6) 書誌情報：サンプルの書誌情報に関するメタデータを TSV 形式で提供している（第 7
章参照）。 
(7) 文字符号化方式：BCCWJ のすべての文書は文字符号化方式として UTF-8（BOM なし）
を採用している。 
 
図 1-2A-D に、BCCWJ-DVD 版（Version 1.1）の 4 枚のディスクのディレクトリ構成を
示す。Disc 1（図 1-2A 参照）のルートディレクトリには 4 個のディレクトリがある。DOC
ディレクトリ直下には、書誌情報データと著作権注釈情報データが格納されている。また
DOC ディレクトリ下の MANUAL ディレクトリには、本文書、BCCWJ 構築時に蓄積した








C-XML 下の FIXED と VARIABLE および M-XML_NT の 3 ディレクトリの直下には、
レジスターに対応するディレクトリがあり、各レジスターに属するサンプルが ZIP 圧縮さ
れている（圧縮の方式については後述）。FIXED 直下のディレクトリは 書籍（PB）、雑誌
（PM）、新聞（PN）、図書館 SC（LB）、白書（OW）の 5 個だけであるが、VARIABLE と
M-XML_NT ディレクトリ直下には 13 個のディレクトリが存在する。CORE_NT ディレク
トリについてはすぐ後で触れる。 
Disc 2 は NumTrans 版の TSV データを格納している（図 1-2B 参照）。短単位
（TSV_SUW_NT）、長単位（TSV_LUW_NT）の各ディレクトリ直下に、Disc 1 と同様に
13 のレジスターごとに圧縮されたデータが格納されている。 
Disc 1 の CORE_NT ディレクトリには、BCCWJ コア（第 2 章参照）の対象となったサ
ンプルの M-XML データ の NumTrans 版と TSV データの NumTrans 版（短単位と長単
位）が格納されている。これはコアだけを処理したいユーザーの便宜を図ったものであり、










図 1-2B: BCCWJ-DVD （Version 1.1） Disc 2 のディレクトリ構成 
 
Disc 3 と Disc 4 は、Version1.1 で新規に公開する非 NumTrans 版データを格納してい
る。Disc 3（図 1-2C 参照）の M-XML_OT ディレクトリには M-XML の非 NumTrans 版
が格納されており、CORE_OT ディレクトリには BCCWJ コアデータに含まれるサンプル
の M-XML データと TSV データの非 NumTrans 版が格納されている3。前者は Disc 3 の
M-XML_OT ディレクトリ内文書と、後者は後述する Disc 4 の TSV_SUW_OT、
TSV_LUW_OT ディレクトリ内のデータと重複して格納されている。 
後に Disc 4 は、非 NumTrans 版の TSV データを保管している（図 1-2D 参照）。ディ
レクトリ構造は Disc 2 に準じている。 
 
                                                  



















図 1-2C: BCCWJ-DVD 版（Version 1.1） Disc 3 のディレクトリ構成 
 
 











Disc 2、Disc 4 では、これらのディレクトリの圧縮ファイルを解凍すると TSV データが
現れる。大部分のレジスターでは、そのレジスターの全データを含む１個のファイルが現
れるだけであるが、LBとPBに関しては、TSV_SUW_NT、TSV_SUW_OT、TSV_LUW_NT、
TSV_LUW_OT いずれも解凍後のデータサイズが 2GB を超えるので、ユーザーが利用して
いる PC のファイルシステムが 2GB を超えるサイズのファイルに対応していない場合に配
慮して、データを複数（5～20 個）のファイルに分割している。ユーザーはこれらのファイ














表 1-4A: XML データのファイルサイズの解凍前後での変化（単位はメガバイト） 
Register 
C-XML M-XML 
FIXED VARIABLE NT OT 
前 後 前 後 前 後 前 後 
PB* 20.5 59.2 63.6 243.0 1,157.6 9,597.0 1,153.3 9,583.4
PM 4.3 12.6 11.4 45.5 192.7 1517.3 191.6 1,516.8
PN 3.3 8.7 3.1 8.3 58.8 445.2 58.4 444.3
LB* 21.8 63.6 70.0 265.0 1,250.8 10,307.8 1,247.4 10,296.1
OB -- -- 9.3 37.1 155.4 1291.2 155.2 1,290.8
OW 2.9 8.0 8.9 35.4 181.3 1,513.7 178.8 1,503.9
OP -- -- 8.3 40.3 151.5 1,233.3 149.1 1,226.4
OL -- -- 1.4 7.8 34.2 322.0 34.2 322.0
OM -- -- 7.7 31.0 188.7 1,629.8 188.5 1,629.3
OT -- -- 2.3 9.2 37.4 317.4 37.1 316.5
OV -- -- 0.8 4.3 9.6 73.6 9.6 73.6
OC* -- -- 60.4 119.0 519.2 3,516.1 518.2 3,516.0
OY* -- -- 48.9 123.0 500.1 3,663.1 497.8 3,658.2
合計 52.8 152.1 296.2 968.9 4,437.0 35,427.6 4,419.1 35,377.2
*解凍後の値はサブディレクトないし複数ファイルにわけて格納されているデータの合計値 
 
表 1-4B: TSV データのファイルサイズの解凍前後での変化（単位はメガバイト） 
Register 
NT OT 
SUW LUW  SUW LUW 
前 後 前 後 前 後 前 後 
PB* 864.4 4,823.8 617.6 3,572.9 842.1 4,827.4 591.6 3,568.2
PM 146.4 769.9 100.7 563.4 141.3 773.9 95.6 562.4
PN 44.0 229.1 29.5 161.2 43.0 229.5 28.4 160.9
LB* 930.7 5,112.0 672.7 3,862.3 911.4 5,113.2 647.6 3,858.5
OB 114.3 630.5 83.6 485.8 112.8 630.6 81.4 485.7
OW 139.2 820.4 91.4 535.1 132.0 820.9 85,2 532.1
OP 122.0 675.7 78.3 436.9 115.4 679.3 72.3 434.6
OL 24.4 173.6 16.1 114.7 24.3 173.6 16.1 114.7
OM 142.0 844.1 103.1 617.6 139.0 844.2 96.3 617.4
OT 27.9 160.1 20.2 118.9 26.9 160.2 19.2 118.7
OV 7.0 33.7 4.9 26.5 7.0 33.6 4.9 26.5
OC* 296.0 1,658.3 214.7 1,258.1 294.4 1,661.7 213.3 1,257.7
OY* 337.6 1,780.4 236.8 1,334.3 331.9 1,784.8 232.2 1,332.4

































インポートできるので、MySQL、PostgreSQL、SQL Server などの RDB を利用して、SQL
言語で検索するのが便利ではないか、という回答であろう。 
XML 文書を利用するためには、どうしてもある程度のプログラミングスキルが必要であ
る。Ruby、Perl、Python 等のスクリプト言語でそれぞれの XML 処理用ライブラリを利用
することが多いだろうが、XSLT のような XML 文書専用の言語もある。 
 





1.5 BCCWJ の参考文献 
BCCWJ は、構築途上で公開された数種類の「モニター版」も含めて、2011 年の公開以
来、国内外の多くの研究者、研究機関によって利用されてきている。その結果、BCCWJ






まず英文文献としては以下が代表的である。Disc 1 の MANUAL サブディレクトリには
この論文の PDF が保管されている（LRE_2014.pdf）6。 
 
Kikuo Maekawa, Makoto Yamazaki, Toshinobu Ogiso, Takehiko Maruyama, Hideki 
Ogura, Wakako Kashino, Hanae Koiso, Masaya Yamaguchi, Makiro Tanaka, and 
Yasuharu Den. "Balanced corpus of contemporary written Japanese". Language 





山崎誠[編]『書き言葉コーパス ―設計と構築―』講座日本語コーパス 2, 朝倉書店, 2014 
(ISBN978-4-254-51602-9 C3381).  
 
この本は全 6 章と付録からなるが、そのうち以下の 5 章で BCCWJ の設計と構築に関す
る問題が多面的に論じられている。 
 
 第 1 章 コーパスの設計  [山崎誠・前川喜久雄] 
 第 2 章 サンプリング   [丸山岳彦・柏野和佳子] 
 第 3 章 文書構造の電子化 [山口昌也] 
 第 4 章 形態論情報  [小椋秀樹] 




                                                  
5 http://www.ninjal.ac.jp/corpus_center/bccwj/list.html このリストは定期的にアップデートされる。 




引第 1.1 版」国立国語研究所, 2015.  
 


























言葉均衡コーパス』形態論情報規程集 第４版 （上）」（JC-D-10-05-01.pdf） 
[10] 小椋秀樹・小磯花絵・冨士池優美・宮内佐夜香・小西光・原裕「『現代日本語書き
言葉均衡コーパス』形態論情報規程集 第４版 （下）」（JC-D-10-05-02.pdf） 
[11] 小木曽智信・中村壮範「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』形態論情報データベ
ースの設計と実装 改訂版」（JC-U-10-01.pdf） 
                                                  




1.6 BCCWJ 構築の経緯 
1.6.1 Version 1.0 の公開まで 




った。翌 2005 年には文科省科学研究費（基盤研究 C, 課題番号 17632002, 代表者:前川喜
久雄）の補助を得て、100 万語規模のパイロット版コーパスの構築実験を実施した。 
BCCWJ の本格的な構築作業は、国立国語研究所のコーパス整備計画 KOTONOHA 計画










ンプル ID が PB、LB、OB で始まるサンプル、第 3 章参照）の構築に特定領域研究の研究
費をあて、それ以外を運営費交付金でまかなった。 
 

















ではないが、Version 1.0 に比較すれば大幅に問題が軽減されているものと信じる。 




















































秋元祐哉 阿左美厚子 稲益佐知子 内元清貴 大石有香 
大島一  大矢内夢子 小川志乃 小木曽智信  小椋秀樹 
小沼悦  柏野和佳子  神野博子 河内昭浩 北村雅則 
小磯花絵  小澤俊介 小西光  小林正行 小松祐美 
近藤明日子 佐野大樹 鈴木翼  相馬さつき 高田智和 
竹内ゆかり 田中牧郎  田中弥生 伝康晴  中村壮範 
西部みちる 長谷川愛 服部龍太郎 原裕   平本智弥 
平山允子 冨士池優美 前川喜久雄 間淵洋子  丸山岳彦 
宮内佐夜香 舞木右  森本祥子 山口昌也 山崎誠 
山田篤  吉田谷幸宏  渡部涼子 浅原正幸† 今田水穂†	
加藤祥† 	 立花幸子†	 	

























2.2 BCCWJ の設計  




































































出版サブコーパス 書籍(PB) 10,117 2,855 2,866
雑誌(PM) 1,996 444 450
新聞(PN) 1,473 137 138









白書(OW) 1,500 488 494
教科書(OT) 412 93 93
広報紙(OP) 354 376 383
ベストセラー(OB) 1,390 374 375
Yahoo!知恵袋(OC) 91,445 1,026 1,030
Yahoo!ブログ(OY) 52,680 1,019 1,028
韻文(OV) 252 23 23
法律(OL) 346 108 108
国会会議録(OM) 159 510 510
合計  172,675 10,491 10,542
 


































































































































サブコーパス レジスター サンプルのタイプ 
出版サブコーパス 書籍(PB) 固定長、可変長 
雑誌(PM) 固定長、可変長 
新聞(PN) 固定長、可変長 

























































































丸山 岳彦 柏野 和佳子 田中 牧郎 
 









































































約 3,500 万語 
書籍 
1986～2005 年 
約 3,000 万語 
白書、教科書、広報紙、ベストセラー、Yahoo!知恵袋、 
Yahoo!ブログ、韻文、法律、国会会議録 
約 3,500 万語 
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SC レジスター 対象期間 母集団 サンプル数 
出版 SC 書籍 * 2001 年-2005 年 約 485 億文字 10,117
（生産実態） 雑誌 * 2001 年-2005 年 約 105 億文字 1,996
新聞 * 2001 年-2005 年 約 64 億文字 1,473
図書館 SC 
書籍 * 1986 年-2005 年 約 479 億文字 10,551
（流通実態） 
特定目的 SC 白書 * 1976 年-2005 年 1,006 冊 1,500
教科書 2005 年-2007 年 145 冊 412
広報紙 2008 年 100 自治体 354
ベストセラー 1976 年-2005 年 951 冊 1,390
Yahoo!知恵袋 2004 年-2005 年 約 312 万質問 91,445
Yahoo!ブログ 2008 年-2009 年 約 346 万記事 52,680
韻文 1980 年-2005 年 130 冊 252
法律 1976 年-2005 年 718 法律 346























































































電話番号など）や出版社から要請のあっ    図3-3: サンプルの数と構成比率 
























 新聞タイトル（16層）： 新聞タイトルによる16分類。 





























































































   （特定目的SC「白書」、ジャンル別） 
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 短歌： 『現代短歌全集』（筑摩書房、2002年刊） 第14巻～第17巻 
 俳句： 『増補現代俳句大系』（角川書店、1980年～1982年刊） 第8巻～第15巻 
 詩： 「現代詩文庫」シリーズ（思潮社、1986年～2005年刊） 118冊 

















































憲法 2 国土開発 5 文化 2 航空 1 
国会 3 土地 1 産業通則 18 貨物運送 3 
行政組織 22 都市計画 7 農業 11 郵務 4 
国家公務員 3 道路 1 林業 5 電気通信 13 
行政手続 1 災害対策 6 水産業 3 労働 9 
地方自治 4 建築・住宅 8 鉱業 2 環境保全 12 
地方財政 1 財務通則 4 工業 10 厚生 17 
司法 5 国税 18 商業 13 社会福祉 15 
民事 36 専売・事業 4 金融・保険 40 防衛 1 
刑事 7 国債 3 陸運 11 外事 6 
警察 4 教育 3 海運 4 合計 346 
 













 開催院（2層）： 「衆議院」「参議院」による、2分類。 






























































（Character-base XML、以下 C-XML と略記する）の仕様について、(1)文書構造タグ、(2)




























表 4-1: サブコーパス・レジスターとタグセットとの関係 
サブコーパス・レジスター タグセット 原資料の媒体 
出版サブコーパス（PB,PM,PN） 可変長 TS、固定長 TS 紙媒体 
図書館サブコーパス（LB） 可変長 TS、固定長 TS 紙媒体 
白書(OW) 可変長 TS、固定長 TS 紙媒体 
教科書(OT) 可変長 TS（一部修正） 紙媒体 
広報紙(OP) 可変長 TS 電子媒体 
ベストセラー(OB) 可変長 TS 紙媒体 
Yahoo!知恵袋(OC) Yahoo!知恵袋 TS 電子媒体 
Yahoo!ブログ(OY) 可変長 TS（一部修正） 電子媒体 
韻文(OV) 可変長 TS（一部修正） 紙媒体 
法律(OL) 可変長 TS 電子媒体 





一覧を表 4-2 に示す。また、紙媒体の原資料とタグづけ結果の例を図 4-1 に示す。 
本タグセットによって付与される情報は、次の三つに大別される。 
 







生活基<correction type="erratum" originalText="盟">盤</correction>に 
伸びを示し<correction type="omission">て</correction>いる 





<ruby rubyText="ご">語</ruby><ruby rubyText="い">彙</ruby> 








に示したとおり、この種のタグは、(a) 階層構造、(b) 図表、(c) 引用、(d)注記、(e)そ
の他に分けられる。 
 このうち、階層構造に関するタグについて、図 4-1 と対応づけて説明する。階層構造
に関するタグは、article を 上位の階層として、cluster、paragraph、sentence とい
った言語的な階層構造を表現する。図 4-1 から、これらの要素に関係する部分を取り出
すと次のようになる。なお、字下げは、下位の階層であることを示す。例えば、図 4-1












図 4-1: 原資料とその電子化テキストの例(『経済白書昭和 54 年版』から引用） 
 
  
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?> 
<?xml-stylesheet href="sc_check.xsl" type="text/xsl" ?> 
<sample sampleID="OW1X_00000" version="20070208" type="variableLength"> 






















表 4-2: 可変長タグセット 
 タグ名 内容
サンプル 






cluster titleBlock 要素が包括する文書要素全体 











































missingCharacter JIS X 0213:2004 で規定されている文字以外の文字（JIS 外字） 
enclosedCharacter 連続や参照などのラベルとして機能している囲み付きの文字 
cursive 変体仮名 





















に相当するが、固定長の article 要素では、文章のまとまり全体を含まず、titleBlock 要
素以外の本文が含まれない場合などもある。 
 cluster 要素は認定しない。 






表 4-3 に示す。また、サンプル例を図 4-2 に示す。 
 
4.6 その他のタグセット 
 表 4-1 に示したとおり、レジスターの中には可変長タグセットを一部修正して記述してい
るものも含まれる。ここでは、可変長タグセットとの差異について説明する。 
 Yahoo!ブログ 
 rejectedBlock タグの type 属性に ASCIIArt を追加した。これは、サンプル作成時
に削除された、いわゆる「アスキーアート」を表す。 
 韻文 
































<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 





































 JIS X 0213 に準拠する。JIS X 0213:2000「6.6.3.1 漢字の字体の包摂規準の適用」
（日本工業標準調査会 2000 参照）における包摂規準が適用される異体字について
は、これを区別しない。 
 JIS X 0213 に定義されていない記号 
 JIS X 0213 に定義されていない記号であっても、原文の意味を損なわない場合、
規格内の類似する記号に包摂してよいこととする。 


















 ルビ：ruby タグの rubyText 属性値として記述する。 
















際、空白文字は常に 1 字分のみを入力する。 







































4.8 M-XML との相違点 
 C-XML は、BCCWJ-DVD 版（Version 1.0）から変更されていない。特に、BCCWJ-DVD
版（Version 1.1）で加えられた文関連の修正が適用されていないため、次の点において、
M-XML （第 9 章参照）と内容的に相違が生じている。利用する際は、注意されたい。 
 
 C-XML では、文認定基準は Version 1.0 と同一であり、新規に追加された文認定基準
が適用されていない。 
 C-XML では、Version 1.0 と同様、文区切りを自動的に行っており、人手修正を行っ
ていない。 
 C-XML では、文認定の人手修正に伴い発見された文書構造タグの誤りが修正されてい













日本工業標準調査会（2000）『7 ビット及び 8 ビットの 2 バイト情報交換用符号化拡張漢


























5.1 BCCWJ の言語単位 
本節では、まず国立国語研究所がこれまでに行ってきた語彙調査における調査単位を概
観し、続いて BCCWJ の言語単位の設計方針、採用した長短 2 種類の言語単位の長所、短














                                                  
1 コアデータについては、第 2 章を参照。 




表 5-1: 国立国語研究所の語彙調査における主な調査単位 
 
表 5-1 に挙げた各調査単位の概略と例とを次に示す。 
 
【調査単位の概略】 
(1) 長い単位の系列 ： 主として構文的な機能に着目して考えた単位。おおむね文節に相当
する。 
 
α 単 位 文節を基にした単位。「｜小学校｜卒業｜」「｜男児用｜外出着｜」のよう
に長い語を分割する規定を設けている。 
Ｗ 単 位 非活用語および活用語のうち終止・連体形、命令形、中止用法・修飾用法






(2) 短い単位の系列 ： 主として言語の形態的な側面に着目して考えた単位。 
 
β 単 位 原則として、現代語において意味を持つ 小の単位（ 小単位）二つが、
文節の範囲内で一次結合したものを 1 単位とする。 
Ｍ 単 位 β 単位と同様に 小単位を基にした単位。漢語は、β 単位と同様に二つの
小単位が文節の範囲内で一次結合したものを 1 単位とするが、和語・外来語は 1




α単位： 型 紙｜どおり に｜裁断 し て｜外出 着 を｜作り まし た｜ 
Ｗ単位： 型 紙 どおり｜に｜裁断 し て｜外出 着｜を｜作り まし た｜ 
長い単位 （雑誌用語の変遷） ： 













長い単位 （テレビ放送の語彙調査） ： 























































話し言葉コーパス』（Corpus of Spontaneous Japanese、以下 CSJ とする。）がある４。
CSJ、BCCWJ は共に現代日本語を対象とした大規模コーパスであり、日本語研究の立場か
らは、両コーパスを活用した現代日本語の話し言葉・書き言葉の研究を進めていくことが











5.1.3 BCCWJ の言語単位 
以上の方針の下、BCCWJ の言語単位について検討した結果、次のような結論を得た。 
BCCWJ の言語単位には、方針 1 で挙げた、用例収集・各ジャンルの言語的特徴の解明
                                                  
4 CSJ の言語単位の概要については、小椋（2006）を参照。 
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のような複合辞も付属語として 1 長単位としている。 
コアデータを基に、どのような語と結合するかという点から、掲載媒体別の差異を見る。
































短単位の長所としては、次の 2 点が挙げられる。 
 




























5.1.5 形態素解析用辞書 UniDic について 
BCCWJ は、1 億語からなる大規模なコーパスであるため、形態論情報の付与は自動解析
システムにより行う。短単位解析には解析エンジン MeCab と形態素解析用辞書 UniDic５
を、長単位解析には短単位解析結果から長単位を自動構成する解析器６を使う。ここでは、
短単位解析で用いる形態素解析用辞書 UniDic についてその概要を紹介する。 


















                                                  
5 UniDic については、伝他（2007）を参照。 






















単位境界 0.9992 0.9976 0.9975 0.9964 0.9947 0.9963
品詞 0.9957 0.9866 0.9896 0.9891 0.9841 0.9844
語彙素 0.9938 0.9857 0.9864 0.9864 0.9804 0.9795
のことも UniDic を形態素解析用辞書として採用した理由である。 
我々は、BCCWJ の構築を始めた 2006 年の時点で既に伝康晴氏が中心になって構築して
いた UniDic（見出し語:約 46,000 語）を基に、国語辞典や国立国語研究所の語彙調査等を
基に作成されたデータ、そして BCCWJ の解析結果から UniDic の未登録語を追加していく
作業を継続して行った。この作業の過程で、単位の認定、品詞情報等についてすり合わせ
を行い、現在では、UniDic の解析結果と本書で述べる BCCWJ の短単位、品詞情報等に違
いがない状態となっている。 
unidic-mecab 1.3.12 の解析精度を、以下の表 5-2 に示した。  
 




品  詞：境界に加え、品詞・活用型・活用形が正解と一致するか否か。 





















《 凡 例 》 
 １．各規程に示した例は、コーパスに現れた例又は作例である。 
 ２．文節・長単位・ 小単位・短単位の境界を示すために次の記号を用いた。 
   文節の境界    ･･･････････ ┃  例：┃国立国語研究所の┃ 
   長単位の境界（5.2節）････････ ｜  例：｜国立国語研究所｜の｜ 
   小単位の境界  ･･･････････ ／  例：／国／立／国／語／研／究／所／ 
   短単位の境界（5.3節） ･･･････ ｜  例：｜国立｜国語｜研究｜所｜ 
   当該規定で着目している箇所 ･･ ‖  例：┃国立国語研究所の‖ 
 ３．分割しないことを特に示す必要があるときには、次の記号を用いた。 
   文節・長単位のつなぎ目 ･･････ -   例：┃からかわれて-ばかり-いる┃ 
                        ｜大-丈夫｜です｜ 
   当該規定で着目している箇所 ･･ =   例：┃からかわれて=ばかり=いる┃ 

















  【例】 
  〔同格〕┃大江健三郎さんの┃長男‖光さん┃ 
  〔並列〕┃公正‖妥当な┃実務慣行を┃集約した┃ものという┃意味で┃ 





  【例】 
  〔同格〕┃大江健三郎さんの┃長男=光さん┃ 
      ┃東海汽船の┃支店長=・=重久さんは、┃ 
      ┃機関誌=計量国語学-発行の┃年に┃ 
      ┃中国語日刊新聞=「=星島日報」┃ 
 
  〔並列〕┃公正=妥当な┃実務慣行を┃集約した┃ものという┃意味で┃ 
      ┃麦=・=大豆=・=飼料作物の┃生産振興に┃資する┃水田の┃汎用化を┃ 
      ┃ も┃先進的な┃青森=・=岩手=・=秋田の┃北東北三県は、┃ 









  【例】 ┃不合格には、‖違いないでしょうが。‖ 
      ┃十五歳少女が┃ 年少記録┃「エベレスト登頂」┃三浦さん 高齢記録┃
その┃日に…‖   
      ┃第２部 ‖森林┃及び┃林業に関して┃講じた┃施策┃ 
      ┃２ ┃協力的自主国防推進：‖自主国防と┃米韓同盟が┃ 
ただし、文頭の空白の後ろでは切らない。 




で切る。助詞・助動詞には付録 5-A・付録 5-B に挙げた複合辞を含む。 
  【例】 ┃地域活動への‖参加、┃地産地消といった‖小さな┃経済で‖充足感を‖
得る┃社会と‖なります。┃ 
      ┃ネットワークが‖形成さ=れ=にくい‖状況が‖生じており、┃ 
      ┃その┃目的が‖個人に‖絞られ‖過ぎている‖傾向が‖ある┃ 
複合辞の中に副助詞など（言いよどみの助詞・助動詞も含む。）が挿入された場合も、
文節認定の上では全体でひとつの複合辞と見なす。 





 ①付録 5-C に挙げた連語、1 短単位として認定された「―が～」「―の～」の中に現れる
付属語 
  【例】 
  〔連 語〕┃サイドの┃ベルトが┃お気に=入りの┃ブーツは┃ 
  〔―が～〕┃そこが┃万が=一┃倒産すると┃ 
  〔―の～〕┃皮を┃よく┃亀の=子だわしで┃こすって┃洗い┃ 
 
 ②分割すると意味が不自然になるものの中に現れる付属語 




  【例】 ┃緑=あふれる┃風景の┃中に、┃ 
      ┃心=洗われる┃ような┃ステージに┃ 





  【例】 ┃ご理解と┃ご協力の┃ほど┃よろしく┃お=願い=申し上げます。┃ 
      ┃いかが┃お過ごしでしたか、┃お=聞か=せ=ください。┃ 




  【例】 ┃昭和十三年=八月=八日の┃荒木文部大臣の┃発言や┃ 
      ┃平均値=三．〇六と┃いうような┃値に┃なって┃ 
      ┃日米韓=三国の┃対応┃ 
      ┃パチスロの┃場合だったら┃一箱=三万ぐらいなんですけど┃ 
      ┃十年以上=前までは┃(F ま)┃規則合成って┃いう┃方式が┃ 
      ┃三十=〜=五十代の┃主婦を┃対象に┃行った┃アンケートで、┃ 
ただし、直前の要素が数量の程度を表す場合は除く。 
  【例】 ┃およそ‖十カ所で┃検問を┃受け、┃旅券を┃確かめられた。┃ 














  【例】 ｜機動的｜に｜商業施設｜として｜活用する｜例｜など｜も｜ある‖。‖ 
      ｜米｜は｜湾岸戦争後‖、‖英‖、‖仏｜など｜と｜とも｜に｜ 
      ｜十五歳少女｜が｜ 年少記録｜「｜エベレスト登頂｜」｜三浦さん 高齢
記録｜その｜日｜に‖…‖ 
      ｜２‖ ‖協力的自主国防推進‖：‖自主国防｜と｜米韓同盟｜が｜ 
      ｜ ‖それ｜は｜、｜現実｜の｜世界情勢｜が｜ 
 
【記号に関する規定】 
（２）記号は 1 長単位とする。 
  【例】 ｜「‖―‖羨ましい｜な‖」‖ 
｜与野党逆転‖→‖海部政権誕生｜と｜の｜願望｜ 
記号のうち中点については、原則として切り出さない。 
  【例】 ｜平成｜３年度｜から｜コンピュータ=・=ネットワーク｜を｜利用し｜、｜ 
      ｜豪商=・=山崎屋｜の｜与五郎｜と｜遊女=・=吾妻｜と｜の｜恋｜を｜ 
      ｜麦=・=大豆=・=飼料作物｜の｜生産振興｜に｜資する｜水田｜の｜ 




  【例】 ｜Ａ‖が‖Ｂ‖に｜特定｜の｜法律行為｜を｜指図し｜た｜場合｜ 
      ｜南青山｜に｜ある｜敷地面積‖２，０００=㎡‖の｜土地｜は｜、｜ 
      ‖ＰＫＯ=地域訓練ワークショップ‖の｜開催｜や｜ 






（３）付属語（付録 5-A・付録 5-B に挙げた複合辞を含む。）は 1 長単位とする。 
  【例】 ｜公害紛争処理法‖における‖公害紛争処理‖の‖手続‖は‖，｜原則‖と
して‖紛争当事者‖から‖の‖申請‖によって‖開始さ‖れる‖。｜ 
      ｜その｜目的‖が‖個人‖に‖絞ら‖れ‖過ぎ‖ている‖傾向‖が‖ある｜ 




  【例】 ｜ネットワーク｜が｜形成さ=れ=にくい｜状況が｜生じ｜ており｜，｜ 




られた各形式を 1 長単位とする。 
 
（４）同格の関係にある体言連続、並列の関係にある体言連続は切り離さない。 
  【例】 
  〔同格〕｜大江健三郎さん｜の｜長男=光さん｜ 
      ｜機関誌=計量国語学-発行｜の｜年｜に｜ 
      ｜中国語日刊新聞=「=星島日報=」｜ 
 
  〔並列〕｜公正=妥当｜な｜実務慣行｜を｜集約し｜た｜もの｜という｜ 
      ｜東京｜の｜郊外｜の｜市=町=村｜と｜言う｜か｜ 
 
（５）主語・主題の後ろで切る。 
  【例】 ｜緑‖あふれる｜風景｜の｜中に、｜ 
      ｜心‖洗われる｜よう｜な｜ステージ｜に｜ 
      ｜気持ち‖悪い｜から｜、｜ 
漢語形状詞の述部を持つ場合は、切らない。 
  【例】 ｜持続=可能｜な｜発展｜の｜ため｜ 




  【例】 ｜まるで｜１つ｜の｜光点｜が｜往復運動=し｜ている｜よう｜に｜ 
      ｜私｜は｜この｜予選｜を｜１位｜で｜通過=できる｜と｜ 
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      ｜目｜を｜きらきら=さ｜せ｜た｜ 
「こう」「そう」「ああ」「どう」に「する」「できる」「なさる」「いたす」が
直接続く場合は、切り離す。 
  【例】 ｜こう‖し｜た｜サークル活動｜が｜盛ん｜に｜なる｜背景｜ 
      ｜そうこう‖し｜ている｜うち｜に｜ 
 
（７）体言＋用言という形式のうち、『岩波国語辞典』第 6 版、『日本国語大辞典』第 2
版のいずれか一方で見出し語（連語としての見出し語は除く。）になっているもの
は、体言と用言とを切り離さない。 




  【例】 ｜平成｜１５年‖９月‖１５日‖午後｜７時‖３３分‖ 
      ｜１ｍ‖８０ｃｍ｜ 
 
（８）－２ 数を表す要素の前で切る。 
  【例】 ｜平成‖１５年｜９月｜１５日｜午後‖７時｜３３分｜ 
      ｜南青山｜に｜ある｜敷地面積‖２，０００㎡｜の｜土地｜は｜、｜ 
      ｜おおむね‖十六歳以上‖二十歳未満｜の｜者｜を｜収容｜ 
 
（８）－３ 数を表す要素とそれに続く体言・接辞とは切り離さない。 
  【例】 ｜残業時間｜が｜月｜８０時間=以上｜の｜者｜は｜ 
      ｜自家発電｜が｜すぐ｜に｜作動せ｜ず｜、｜約１時間=停電｜。｜ 




  【例】 ｜約１時間‖停電した｜。｜ 
      ｜箱根駅伝｜で｜４年連続‖優勝し｜た｜の｜は｜５校目｜。｜ 
 
（９）付録 5-C に挙げた連語、1 短単位として認定された「―が～」「―の～」およびそれら
を含む結合体は、全体で 1 長単位とする。 
  【例】 
  〔連 語〕｜サイド｜の｜ベルト｜が｜お気に入り｜の｜ブーツ｜は｜ 
  〔―が～〕｜そこ｜が｜万が=一｜倒産する｜と｜ 
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  〔―の～〕｜皮｜を｜よく｜亀の =子だわし｜で｜こすっ｜て｜洗い｜  
 
























































































 長単位の品詞・活用型・活用形については、表 5-3 から表 5-5 に一覧した。 
 






































































































  【例】 ／母／親／  ／青／白い／  ／いい／加／減／な／ 
      ／本／箱／  ／幾／人／  ／オレンジ／色／ 
      ／わたし／で／も／できる／  ／読み／終わり／まし／た／ 
 
（２）漢語 
漢語（和製漢語を含む。）は、漢字 1 字で表されるものを 1 小単位とする。 
  【例】 ／白／紙／  ／安／価／  ／含／有／量／  ／数／百／ 
 
（３）外来語 
外来語・外国語は原語で 1 単語になるものを 1 小単位とする。 
英語起源の外来語の 小単位の認定は『リーダーズ英和辞典』第 2 版（研究社）によ
る。それ以外の言語を起源とする外来語については適宜判断する。 
  【例】 ／カラー／コピー／  ／レーザー／プリンター／ 
      ／オレンジ／色／  ／ビタミン／剤／ 
 
（４）記号 
記号は 1 文字に当たるものを 1 小単位とする。 
  【例】 ／表／Ａ／  ／図／Ｂ／  ／Ｕ／ターン／  ／Ｖ／リーグ／ 
      ／甲／類／  ／乙／種／ 
 
（４）－１ ローマ字を並べた略語は全体で 1 小単位とする。ローマ字の間の中点・ピ
リオド等は 1 小単位としない。 
  【例】 ／ＯＨＰ／  ／ＯＳ／  ／Ｄ・Ｎ・Ａ／  ／Ｐｈ．Ｄ．／ 
 
（５）数 
数字は 1 字に当たるものを 1 小単位とする。 
  【例】 ／一／億／語／  ／七／百／五／十／万／語／ 
      ／２／万／５／千／分／の／１／ 






人名は姓を 1 小単位、名を 1 小単位とする。 
  【例】 ／星野／仙一／  ／マット／・／マートン／  ／林／威助／ 
 
   通称・雅号・しこ名（その略称も含む。）等は、次のように 小単位を認定する。 





分をそれぞれ 1 小単位とする。類概念を表す部分には、他の 小単位の認定規定
を適用する。 
  【例】 ／東京／都／北／区／西が丘／三／丁／目／九／番／十／四／号／ 
 
（７）－１－１ 「北海道」は全体で 1 小単位とする。 
  【例】 ／北海道／夕張／郡／長沼／町／  ／明日／の／北海道／の／天気／ 
 
（７）－１－２ 市区内の小区分の「～町」は「～町」を含めて 1 小単位とする。 
  【例】 ／大阪／府／豊中／市／待兼山町／  ／千代田／区／大手町／ 
 
（７）－２ 外国の国名や行政区画名なども、日本のそれと同じに扱う。 
  【例】 ／アメリカ／合／衆／国／  ／南アフリカ／共／和／国／ 
            ／中華／人／民／共／和／国／ 
      ／カリフォルニア／州／  ／広東／省／ 
      ／メキシコ／シティー／  ／ミズーリ／ステート／ 
 




表 5-6: 小単位の分類 
分  類 例 
一般 
和 語 ： 山 川 白い 話す 言葉 … 
漢 語 ： 社 会 用 研 究 所 … 
外来語 ： オレンジ ボックス アルゴリズム … 
付属要素 
接頭的要素（付録5-D：接頭的要素に掲げたもの） 






    ：  致す っぽい 性 的 … 
記号 Ａ Ｂ ω イ ロ ア 甲 乙 丙 ＮＨＫ ＪＲ … 
数 一 二 十 百 千 … 幾 数 何 
固有名 
人 名 ： 星野 仙一 ジェフ ウィリアムス 橋 龍 … 
地 名 ： 大阪 待兼山町 六甲 天六 … 









   原則として、「一般」に分類した和語・漢語の 小単位二つの一次結合を 1 短単位
とする。 
  【例】 ｜母=親｜  ｜書き=言葉｜  ｜食べ=歩く｜  ｜音=声｜ 
      ｜無=口｜ 
   「一般」に分類した外来語の 小単位のうち省略されたものは、和語・漢語の 小
単位と同様に扱う。 
  【例】 ｜パソ=コン｜  ｜オートマ=車｜  ｜塩=ビ｜ 
 
（１）－１ 以下のものは、3 小単位以上の結合であっても全体で 1 短単位とする。 
 ①三つ以上の 小単位から成る組織の名称等の略称 






  【例】 ｜大統領｜  ｜不可解｜  ｜明後日｜  ｜殺風景｜ 
      ｜輸出入｜  ｜国内外｜  ｜町村長｜  ｜原水爆｜  ｜市町村長｜ 
      ｜大袈裟｜  ｜大雑把｜  ｜大丈夫｜  ｜一辺倒｜ 
      ｜十文字｜  ｜二枚目｜  ｜十八番｜ 
 
 ③「―が～」「―の～」の体言句 
  【例】 
  「─の～」 ： ｜日=の=丸｜  ｜床=の=間｜  ｜竹=の=子｜ 
  「─が～」 ： ｜天=が=下｜  ｜雁=が=音｜  ｜剣=が=峰｜ 
 
（１）－２ 以下に挙げるものは、1 小単位を 1 短単位とする。 
 ①外来語・外国語の 小単位 
  【例】 ｜オレンジ｜色｜  ｜アウト｜オブ｜ドメイン｜ 
ただし、省略された外来語の 小単位との 1 次結合体は 1 短単位とする。 
  【例】 ｜エア=コン｜  ｜マス=コミ｜  ｜デフレ=スパイラル｜ 
 
 ② 小単位が三つ以上並列した場合の、それぞれの 小単位 
  【例】 ｜衣‖食‖住｜  ｜松‖竹‖梅｜  ｜都‖道‖府‖県｜ 
 
 ③名を表す部分と類概念を表す部分とが結合してできた固有名のうち、名を表す部分・
類概念を表す部分が共に 1 小単位である場合の、それぞれの 小単位 
  【例】 ｜さくら‖屋｜  ｜のぞみ‖号｜  ｜くれない‖会｜ 
  ただし、名を表す部分が 1 字の漢語である場合は、その 1 次結合体を 1 短単位とする。 
  【例】 ｜阪=大｜  ｜仏=教｜  ｜李=朝｜  ｜壮=族｜  ｜礼=記｜ 
 
 ④感動詞 




  【例】 ｜内閣‖府‖  ‖副‖大統領｜  ｜橋本‖元‖首相｜ 





 ⑥単独で文節を構成する 小単位 
  【例】 ｜やっぱり｜これ｜も｜一｜つ｜の｜  ｜オレンジ｜を｜食べる｜。｜ 
      ｜えーと｜、｜こちら｜の｜場合｜でし｜たら｜…｜…｜ 
 
（２）記号 
記号は、1 小単位を 1 短単位とする。 
  【例】 ｜表｜Ａ｜  ｜図｜Ｂ｜  ｜ＪＲ｜  ｜ＮＴＴ｜  ｜Ｌ．Ａ．｜ 
 
（３）数 
   数は、以下の規定によって単位認定する。 
 
（３）－１ 数は、ほかの 小単位と結合させない。 
  【例】 ｜四‖月｜の‖三十‖日｜ぐらい｜ 
      ｜私｜が‖一二‖年｜前｜まで｜住｜ん｜で｜い｜た｜ 
 
（３）－２ 数の間どうしの結合については、一・十・百・千の桁ごとに 1 短単位とする。
「万」「億」「兆」などの 小単位は、それだけで 1 短単位とする。小数部分は、
1 小単位を 1 短単位とする。 
  【例】 ｜千‖九=百‖四=十‖二｜年｜十｜月｜二=十‖五｜日｜、｜ 
      ｜毎年｜何=十‖億‖円｜も｜の｜都民｜の｜税金｜を｜ 
      ｜都心｜から｜一｜時間｜半｜どころ｜か｜、｜三=、=四十｜分｜、｜ 
      ｜地形｜図｜２｜万‖５=千｜分｜の｜１｜ 
      ｜０｜４｜２｜－｜５｜４｜０｜－｜４｜３｜０｜０｜ 
 
（４）固有名 
   固有名（人名・地名）は、1 小単位を 1 短単位とする。 
  【例】 
  〔人 名〕 ｜星野｜仙一｜  ｜マット｜・｜マートン｜  ｜林｜威助｜ 
        ｜琴奨菊｜  ｜十返舎｜一九｜  ｜お千代｜ 
  〔国 名〕 ｜アメリカ｜合衆｜国｜  ｜ロシア｜共和｜国｜ 
        ｜南アフリカ｜共和｜国｜ 
  〔行政区画名〕｜東京｜都｜立川｜市｜緑町｜十｜番｜二｜号｜ 
         ｜京都｜市｜上京｜区｜今出川｜通｜烏丸｜東入る｜ 
  〔地域名〕 ｜九州｜地方｜  ｜四国｜地方｜  ｜北海道｜地方｜ 
        ｜東海道｜  ｜山陰道｜ 
        ｜東｜ヨーロッパ｜  ｜南｜アメリカ｜ 
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  〔地形名〕 ｜生駒｜山｜  ｜昭和｜新山｜  ｜サロマ｜湖｜ 
  〔場所名〕 ｜茨木｜市｜駅｜  ｜さいたま｜新｜都心｜駅｜ 
｜山陽｜本線｜  ｜大｜江戸｜線｜ 
｜東海道｜   ｜中山道｜ 
  〔略 称〕 ｜ちとから｜  ｜天六｜ 
 
（５）付属要素 
   付属要素は、1 小単位を 1 短単位とする。 
  【例】 ｜お‖母‖さん｜  ｜見‖にくい｜ 
 
（６）助詞・助動詞 
   助詞・助動詞は、1 小単位を 1 短単位とする。 
  【例】 ｜統一｜的‖な‖視点‖で‖切り‖ましょう‖ 




  【例】 
「─の～」 ： ｜日=の=丸｜  ｜床=の=間｜  ｜竹=の=子｜ 






   可能動詞は、元になった五段活用動詞と同様に短単位を認定する。 
  【例】 ｜読める｜  ｜行ける｜  ｜切り離せる｜  ｜話し合える｜ 
 
（７）－１ ら抜き言葉は語末の「れる」を切り出さない。 
  【例】 ｜着=れる｜  ｜来=れる｜  ｜食べ=れる｜ 




















  【例】 ｜くゆら=せる｜  ｜遅ら=せる｜  ｜そばだた=せる｜ 
 
 ③「―（サ）セル」という形の複合動詞（連用形が名詞化したものも含む。）。 
  【例】 ｜言い聞か=せる｜  ｜言い聞か=せ｜続ける｜  ｜読み聞か=せ｜ 
 
 ④「―（サ）セル」という形の動詞（複合動詞は除く。）が複合語を構成している場合。 
  【例】 ｜食わ=せ=物｜  ｜人騒が=せ｜  ｜人泣か=せ｜  ｜番狂わ=せ｜ 

















































































 短単位の品詞・活用型・活用形については、表 5-7 から表 5-9 に一覧した。 
 
表 5-7: 短単位品詞一覧 
 





















































































  日本固有の語 
  【例】 暖かい  言葉  話す 
 
 ②漢語〔漢〕 
  近世以前に中国から入った語 
  【例】 音楽  国語  報告 
 
  和製漢語も漢語とする。 
  【例】 大根  返事 
 
 ③外来語〔外〕 
  欧米系の諸言語から入った語 
  【例】 ゲーム  コーパス  データ 
 
  上記のほか、以下のものも外来語とする。 
  ａ．和製英語 
  【例】 アフレコ  ナイター 
 
  ｂ．梵語等を中国で音訳した語に由来する語 














  ｃ．アイヌ語から入った語 
  【例】 昆布  鮭  ラッコ 
 
  ｄ．中国以外のアジア諸国語から入った語 
  【例】 キムチ  パッチ 
 
  ｅ．近代以降に中国から入った語 
  【例】 クーニャン  シュウマイ  メンツ 
 
 ④混種語〔混〕 
  和語・漢語・外来語のうち異なる 2 種類以上の語種の語が二つ以上結合した語。漢語・
外来語であったものの末尾が活用するようになった語 
  【例】 塩ビ  トラブる  本箱  力む 
 
 ⑤固有名〔固〕 
  人名・地名・商品名等。品詞が固有名詞となる語 

















  【例】 寛容，対話，協力を重んじる異文化間交流 
      ネットワーク担当の技術者が不足している 
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  【例】 それらに必要な施設の整備 
      どの業種にも共通であるが 
 
 ③副詞 
  「名詞-普通名詞-副詞可能」の語が当該文脈で副詞として使われている場合に付与。 
  【例】 笑福亭鶴笑氏が自ら考案した落語形式で 
            一時騒然とした雰囲気に包まれた 
 
 ④助数詞 
  「名詞-普通名詞-助数詞可能」の語が当該文脈で助数詞として使われている場合に付与。 
  【例】 その約６割を落札している 
      前年と比べて１．８ポイント上昇している。 
 
5.4 CSJ からの変更点 










  【例】 
  〔同格〕┃大江健三郎さんの┃長男=光さん┃ 
  〔並列〕┃公正=妥当な┃実務慣行を┃集約した┃ものという┃意味で┃ 
 長単位認定規程の主な変更点としては、次の 2 点が挙げられる。1 点目は、数量に関する
規定である。CSJ では、以下に示すように、数量を表す要素は分割せず一続きとしていた
が、長すぎるという指摘があった。 
  【例】 ｜１ｍ=８０ｃｍ｜ 
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 そこで、BCCWJ では以下のように、単位の変わり目の後ろで分割することとした。 
  【例】 ｜１ｍ‖８０ｃｍ｜ 
2 点目は、係り受けが関係する規定の簡素化である。CSJ では「体言連続の一部分が連体
修飾語を受けている場合、その後ろで切る」「2 文節を受ける、若しくは 2 文節以上に係る
接辞はその前後で切る」という規定があった。以下に例を示す。 
  【例】 ｜項構造｜の｜曖昧性‖解消｜ 










  【例】 ｜項構造｜の｜曖昧性=解消｜ 
      ｜円形劇場｜とか｜水路=等｜ 
(2) 小単位・短単位 
CSJ の短単位や現代雑誌九十種調査の β 単位では、「一般」の外来語の 小単位も、和
語・漢語と同様、二つの一次結合を 1 短単位としていた。例えば、「コールセンター」「オ
レンジ色」は共に 1 単位としていた。ただし、以下のような例外規定を設けた。 
① 欧米語の冠詞・前置詞に当たるものは 1 小単位を 1 短単位とする。 
② β 単位では 小単位二つの一次結合が 7 拍を超える場合、短単位では同じく 10 拍を
超える場合、結合させずに 1 小単位を 1 短単位 




そこで、BCCWJ では「一般」の外来語の 小単位は、原則として１ 小単位を１短単位
とし、和語・漢語の 小単位とは異なる扱いにした。 
  【例】 ｜コール｜センター｜  ｜オレンジ｜色｜ 
(3) 付加情報 
長単位・短単位とも品詞情報については、CSJ の品詞から大幅な改定を行った。普通名





表 5-10: CSJ と BCCWJ との品詞の比較（名詞） 
 




BCCWJ の細分化した品詞体系は、形態素解析用辞書 UniDic の品詞体系に準拠したもの
である。BCCWJ は、1 億語から成る大規模なコーパスであるため、形態論情報の付与は自




このような自動解析システムの利用等の観点から、UniDic に準拠する形で CSJ から品詞
体系を大幅に改定したのである。なお、品詞体系の改定に当たっては、UniDic の品詞体系
をそのまま採用するのではなく、UniDic への未登録語の新規追加作業、コーパス修正作業
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語彙素読み 語彙素 品詞 語彙素読み 語彙素 品詞
カラシテ からして 助詞-格助詞 ニカギラズ に限らず 助詞-副助詞
カラスルト からすると 助詞-格助詞 ノミナラズ のみならず 助詞-副助詞
カラスレバ からすれば 助詞-格助詞 トイエドモ といえども 助詞-係助詞
サイニ 際に 助詞-格助詞 トイッテモ といっても 助詞-係助詞
タメノ ための 助詞-格助詞 トキタラ ときたら 助詞-係助詞
トイウ という 助詞-格助詞 ニイタッテハ に至っては 助詞-係助詞
トイッタ といった 助詞-格助詞 ニシタッテ にしたって 助詞-係助詞
トシテ として 助詞-格助詞 ウエデ 上で 助詞-接続助詞
ニアタッテ にあたって 助詞-格助詞 ウエニ 上に 助詞-接続助詞
ニアタリ にあたり 助詞-格助詞 ウエハ 上は 助詞-接続助詞
ニイタルマデ に至るまで 助詞-格助詞 カトオモウト かと思うと 助詞-接続助詞
ニオイテ において 助詞-格助詞 カトオモッタラ かと思ったら 助詞-接続助詞
ニオケル における 助詞-格助詞 ガハヤイカ が早いか 助詞-接続助詞
ニカケテ にかけて 助詞-格助詞 カラトイッテ からといって 助詞-接続助詞
ニカンシテ に関して 助詞-格助詞 カラニハ からには 助詞-接続助詞
ニカンスル に関する 助詞-格助詞 タトコロ たところ 助詞-接続助詞
ニサイシ に際し 助詞-格助詞 タトコロデ たところで 助詞-接続助詞
ニサイシテ に際して 助詞-格助詞 タメニ ために 助詞-接続助詞
ニシテ にして 助詞-格助詞 トシタラ としたら 助詞-接続助詞
ニタイシ に対し 助詞-格助詞 トシテモ としても 助詞-接続助詞
ニタイシテ に対して 助詞-格助詞 トスレバ とすれば 助詞-接続助詞
ニタイスル に対する 助詞-格助詞 トドウジニ と同時に 助詞-接続助詞
ニツイテ について 助詞-格助詞 トトモニ とともに 助詞-接続助詞
ニツキ につき 助詞-格助詞 トハイエ とはいえ 助詞-接続助詞
ニトッテ にとって 助詞-格助詞 ニカカワラズ に関わらず 助詞-接続助詞
ニヨッテ によって 助詞-格助詞 ニシタガイ にしたがい 助詞-接続助詞
ニヨリ により 助詞-格助詞 ニシタガッテ にしたがって 助詞-接続助詞
ニヨル による 助詞-格助詞 ニシテハ にしては 助詞-接続助詞
ニヨルト によると 助詞-格助詞 ニシテモ にしても 助詞-接続助詞
ニヨレバ によれば 助詞-格助詞 ニシロ にしろ 助詞-接続助詞
ニワタッテ にわたって 助詞-格助詞 ニセヨ にせよ 助詞-接続助詞
ニワタリ にわたり 助詞-格助詞 ニツレ につれ 助詞-接続助詞
ニワタル にわたる 助詞-格助詞 ニツレテ につれて 助詞-接続助詞
ヲツウジテ を通じて 助詞-格助詞 ニモカカワラズ にも関わらず 助詞-接続助詞
ヲハジメ をはじめ 助詞-格助詞 モノノ ものの 助詞-接続助詞
ヲメグル をめぐる 助詞-格助詞 ヤイナヤ や否や 助詞-接続助詞














語彙素読み 語彙素 品詞 語彙素読み 語彙素 品詞
カモシレナイ かもしれない 助動詞 テタマラナイ てたまらない 助動詞
カモシレマセン かもしれません 助動詞 デナイ でない 助動詞
コトガアル ことがある 助動詞 テナラナイ てならない 助動詞
コトガデキル ことができる 助動詞 デハアリマセン ではありません 助動詞
コトトナル こととなる 助動詞 テハイケナイ てはいけない 助動詞
コトニスル ことにする 助動詞 デハナイ ではない 助動詞
コトニナル ことになる 助動詞 テハナラナイ てはならない 助動詞
コトハナイ ことはない 助動詞 テホシイ てほしい 助動詞
コトモアル こともある 助動詞 テミル てみる 助動詞
コトモナイ こともない 助動詞 デモアル でもある 助動詞
ザルヲエナイ ざるを得ない 助動詞 テモイイ てもいい 助動詞
シカナイ しかない 助動詞 テモラウ てもらう 助動詞
ズニハイラレナイ ずにはいられない 助動詞 テヤル てやる 助動詞
タライイ たらいい 助動詞 ナイデハイラレナイ ないではいられない 助動詞
ツツアル つつある 助動詞 ナクテハナラナイ なくてはならない 助動詞
テアル てある 助動詞 ナケレバナラナイ なければならない 助動詞
デアル である 助動詞 ニスギナイ に過ぎない 助動詞
テイク ていく 助動詞 ニチガイナイ に違いない 助動詞
テイタダク ていただく 助動詞 ニホカナラナイ にほかならない 助動詞
テイル ている 助動詞 ネバナラナイ ねばならない 助動詞
テオク ておく 助動詞 ノダ のだ 助動詞
テオル ておる 助動詞 ノデアル のである 助動詞
テクダサル てくださる 助動詞 ノデス のです 助動詞
テクル てくる 助動詞 ノデハナイ のではない 助動詞
テクレル てくれる 助動詞 バイイ ばいい 助動詞
テシカタガナイ て仕方がない 助動詞 マデモナイ までもない 助動詞

















語彙素読み 語彙素 品詞 語彙素読み 語彙素 品詞
イッケンラクチャク 一件落着 名詞 フカブカト 深々と 副詞
トントンビョウシ とんとん拍子 名詞 ベツニ 別に 副詞
ニクマレグチ 憎まれ口 名詞 ホウフツト 彷彿と 副詞
ヒトイチバイ 人一倍 名詞 ホソボソト 細々と 副詞
ミタメ 見た目 名詞 モウゼント 猛然と 副詞
アマイモノギライ 甘い物嫌い 名詞・形状詞 シカシナガラ 然しながら 接続詞
オキニイリ 御気に入り 名詞・形状詞 シタガッテ 従って 接続詞
クワズギライ 食わず嫌い 名詞・形状詞 スルト すると 接続詞
タベズギライ 食べず嫌い 名詞・形状詞 ソウシテ そうして 接続詞
マケズギライ 負けず嫌い 名詞・形状詞 ソレカラ 其れから 接続詞
イツモドオリ 何時も通り 名詞・副詞 ソレデ 其れで 接続詞
イママデドオリ 今まで通り 名詞・副詞 ソレデハ 其れでは 接続詞
カミヒトエ 紙一重 形状詞 ソレデモ 其れでも 接続詞
コトバズクナ 言葉少な 形状詞 ソレトモ 其れとも 接続詞
コトモナゲ 事も無気 形状詞 ダガ だが 接続詞
ワガモノガオ 我が物顔 形状詞 ダカラ だから 接続詞
イイカゲン 良い加減 形状詞・副詞 ダケレド だけれど 接続詞
シュタル 主たる 連体詞 ダケレドモ だけれども 接続詞
アイカワラズ 相変わらず 副詞 ダッタラ だったら 接続詞
アオアオト 青々と 副詞 ダッテ だって 接続詞
イカニモ 如何にも 副詞 チナミニ 因みに 接続詞
イツカ 何時か 副詞 ッテイウカ って言うか 接続詞
イマヤ 今や 副詞 デスガ ですが 接続詞
カナラズシモ 必ずしも 副詞 デスカラ ですから 接続詞
クログロト 黒々と 副詞 デスケレド ですけれど 接続詞
コツゼント 忽然と 副詞 デスケレドモ ですけれども 接続詞
シキリト 頻りと 副詞 デハ では 接続詞
シキリニ 頻りに 副詞 デモ でも 接続詞
シゼント 自然と 副詞 トコロガ 所が 接続詞
ジツハ 実は 副詞 トコロデ 所で 接続詞
スクナクトモ 少なくとも 副詞 ナノデ なので 接続詞
ソコハカト 其処は彼と 副詞 ナノニ なのに 接続詞
ダンジテ 断じて 副詞 ナラビニ 並びに 接続詞
ドウシテ どうして 副詞 マタハ 又は 接続詞
ドウシテモ どうしても 副詞 ユエニ 故に 接続詞
ドウニカ どうにか 副詞 ヨウスルニ 要するに 接続詞
ドウニモ どうにも 副詞 ヨッテ 因って 接続詞
ドウニモコウニモ どうにもこうにも 副詞 オメデトウ 御めでとう 感動詞
ナニヨリ 何より 副詞 ゴメンナサイ 御免為さい 感動詞
ナンダカ 何だか 副詞 スマン 済まん 感動詞
ナンデモ 何でも 副詞 スミマセン 済みません 感動詞
ナント 何と 副詞 キモチワルガル 気持ち悪がる 動詞
ナントカ 何とか 副詞 カッコウヨイ 格好良い 形容詞
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カク 各 接頭辞 漢語の1 小単位と結合したものは除く。（各=国，各=地）





ショ 諸 接頭辞 漢語の1 小単位と結合したものは除く。（諸=国，諸=所）
ゼン 全 接頭辞 漢語の1 小単位と結合したものは除く。（全=国，全=社）
タイ 対 名詞-普通名詞-一般 漢語の1 小単位と結合したものは除く。（対=米，対=人）









語彙素読み 語彙素 品詞 注記
アガリ 上がり 接尾辞-名詞的-一般 前にその職業・身分だった者の意。
アグネル あぐねる 動詞-非自立可能
アソバス 遊ばす 動詞-非自立可能
アタウ 能う 動詞-非自立可能 動作・状態の継続・進行を表す。
アタリ 当たり 接尾辞-名詞的-副詞可能
アテ 宛 接尾辞-名詞的-一般 名あての意。「名宛(人)」の「宛」は除く。
アテ 宛 接尾辞-名詞的-一般 「～に対して」の意。
アリ 有り 名詞-普通名詞-一般 「大有り」「神在」「徒有り」「訳有り」の「有り（在り）」は除く。




エル 得る 動詞-非自立可能 「～することができる」の意。
オエル 終える 動詞-非自立可能
オオセル 果せる 動詞-非自立可能 「すっかり終える」の意。
オクレル 遅れる 動詞-非自立可能
オル 居る 動詞-非自立可能 動作・状態の継続・進行を表す。
オワス 御座す 動詞-非自立可能 動作・状態の継続・進行を表す。
オワル 終わる 動詞-非自立可能
カ 化 接尾辞-名詞的-一般 漢語の１ 小単位と結合したものは除く。（特=化，液=化）
ガカル がかる 接尾辞-動詞的
カタ 方 接尾辞-名詞的-一般 「仕方」の「方」は除く。





ガル がる 接尾辞-動詞的 助動詞「たがる」の「がる」は除く。
カワス 交わす 動詞-非自立可能 「互いに～する」の意。
カン 間 接尾辞-名詞的-副詞可能 漢語の1 小単位と結合したものは除く。（空=間，車=間）
ギミ 君 接尾辞-名詞的-一般






クン 君 接尾辞-名詞的-一般 「同君」の「君」は除く。
ゲ 気 接尾辞-形状詞的
ケイ 系 接尾辞-名詞的-一般 漢語の1 小単位と結合したものは除く。（文=系，日=系）
ゴ 後 接尾辞-名詞的-一般 漢語の1 小単位と結合したものは除く。（戦=後，老=後）
ゴ 御 接尾辞-名詞的-一般
コト 事 名詞-普通名詞-一般
ゴト ごと 接尾辞-名詞的-副詞可能 「～も一緒に」の意。
ゴト 毎 接尾辞-名詞的-一般 そのもの一つ一つ，その時その時の意。
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語彙素読み 語彙素 品詞 注記
サン さん 接尾辞-名詞的-一般




















ソウ そう 形状詞-助動詞語幹 様態の助動詞「そうだ」の語幹に当たるもの。

















ツクス 尽くす 動詞-非自立可能 「すっかり～する」という意。
ツケル 付ける 動詞-非自立可能 習慣の意。
ッコ っこ 接尾辞-名詞的-一般 「～すること」の意。




ツヅケル 続ける 動詞-非自立可能 「打っ続ける」等，動作継続の動詞に接続しないものは除く。
ヅライ 辛い 接尾辞-形容詞的





トオリ 通り 名詞-普通名詞-副詞可能 それと同じ状態であるという意。
ドノ 殿 接尾辞-名詞的-一般
トモ 共 接尾辞-名詞的-副詞可能 全部の意。
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語彙素読み 語彙素 品詞 注記
ドモ 共 接尾辞-名詞的-一般







ナミ 並み 接尾辞-名詞的-一般 その類と同じ，又は同じ程度であることを表す。
ナリ 形 接尾辞-名詞的-一般 そのもの相応である様の意。
ナリ 形 接尾辞-名詞的-一般 「～するまま」「～するに従う様」の意。
ナレル 慣れる 動詞-非自立可能
ニクイ 難い 接尾辞-形容詞的 醜悪の意の「醜い」は除く。
ヌク 抜く 動詞-非自立可能 「終わりまでする」という意。
ハジメル 始める 動詞-非自立可能
ハタス 果たす 動詞-非自立可能 「すっかり～し終える」の意。
ハテル 果てる 動詞-非自立可能 「すっかり～する」「～し終わる」という意。
ハナシ 放し 接尾辞-形状詞的
バム ばむ 接尾辞-動詞的
ハン 版 名詞-普通名詞-一般 漢語の1 小単位と結合したものは除く。（新=版）
フウ 風 接尾辞-名詞的-一般 様子の意。漢語の1 小単位と結合したものは除く。（和=風，古=風）
ブリ 振り 接尾辞-名詞的-一般 それだけの時間が過ぎたという意を表す。
ブリ 振り 接尾辞-名詞的-一般 様子・状態の意。













メ 奴 接尾辞-名詞的-一般 ののしる語。
メ 奴 接尾辞-名詞的-一般 謙そんの意。
メ 目 接尾辞-名詞的-一般 順序を表す。





ヨウ 様 形状詞-助動詞語幹 助動詞「ようだ」の語幹に当たるもの。
ヨウ 様 接尾辞-名詞的-一般 方法の意。
ヨウ 用 接尾辞-名詞的-一般 漢語の1 小単位と結合したものは除く。（学=用）
ラ 等 接尾辞-名詞的-一般 複数を表す。
ラ 等 接尾辞-名詞的-一般 事物をおおよそに指す。
ラシイ らしい 接尾辞-形容詞的 助動詞「らしい」は除く。
リュウ 流 接尾辞-名詞的-一般 流派の意。
ルイ 類 接尾辞-名詞的-一般 漢語の1 小単位と結合したものは除く。（人=類）
ワスレル 忘れる 動詞-非自立可能
ワタル 渡る 動詞-非自立可能 「辺り一面に～する」という意。
ワタル 渡る 動詞-非自立可能 「徹底的に～する」という意。
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ル ID を元に別途取得する必要がある。 
 
6.2 数字変換処理（NumTrans） 











５００円 → 五百円 
５０，０００円 → 五万円 








わせて順序を入れ替える処理も NumTrans によって行なわれる。 
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表 6-1: NumTrans の有無と短単位 
NumTrans テキスト 発音形 語彙素読み 語彙素 品詞 語種
なし 
（*_OT） 
５ ゴ ゴ 五 名詞-数詞 漢 
０ レー レイ 零 名詞-数詞 漢 
，   ， 補助記号-読点 記号
０ レー レイ 零 名詞-数詞 漢 
０ レー レイ 零 名詞-数詞 漢 
０ レー レイ 零 名詞-数詞 漢 





五 ゴ ゴ 五 名詞-数詞 漢 
万 マン マン 万 名詞-数詞 漢 




6.2.2 BCCWJ のバージョンと数字変換処理 
M-XML_NT は、BCCWJ-DVD 版（Version 1.0）の M-XML に相当するものであり、
TSV_NT は Version 1.0 の TSV に相当するものであるが、いずれも文境界の修正がなされ
アップデートされている（第 8 章参照）。一方、C-XML は Version 1.0 から変更されていな
い。まとめると表 6-2 のようになる。 
 
表 6-2: BCCWJ Ver.1.0 データと Ver.1.1 データの関係 
文書形式 NumTrans Version 1.0 Version 1.1 
TSV 適用 TSV TSV_NT（更新） 
非適用 － TSV_OT（新規） 
M-XML 適用 M-XML M-XML_NT（更新） 
非適用 － M-XML_OT（新規） 




単位は NumTrans によって語数は変わらない。これは、NumTrans 後の短単位（NT）を
ベースに組み上げられた長単位（NT 長単位）のタグの範囲を変えないで、NumTrans 前の
短単位（OT）を組み上げて長単位情報を付け直しているためである。すなわち、OT の長
単位情報は NT の長単位境界を前提としてつけられている。この関係を以下に図示する。 
OT テキスト：２０１５年に公開する 
       ↓NumTrans 
NT テキスト：二千十五年に公開する 
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出版・新聞 1,133 1,061,729 1,067,236 773,395
出版・新聞コア 340 308,504 310,568 224,140
出版・雑誌 1,910 4,242,224 4,291,868 3,320,944
出版・雑誌コア 86 202,268 203,834 159,883
出版・書籍 10,034 28,348,233 28,450,702 22,688,156
出版・書籍コア 83 204,050 204,425 169,730
図書館・書籍 10,551 30,377,863 30,443,244 25,092,639
特定目的・白書 1,438 4,685,801 4,723,895 2,970,971
特定目的・白書コア 62 197,011 198,842 129,646
特定目的・ベストセラー 1,390 3,742,261 3,745,868 3,185,745
特定目的・知恵袋 90,507 10,162,945 10,208,917 8,534,253
特定目的・知恵袋コア 938 93,932 94,289 78,770
特定目的・ブログ 52,209 10,101,397 10,180,579 8,209,800
特定目的・ブログコア 471 92,746 93,367 75,242
特定目的・法律 346 1,079,146 1,079,156 706,313
特定目的・国会会議録 159 5,102,469 5,102,796 4,007,842
特定目的・広報紙 354 3,755,161 3,819,646 2,308,452
特定目的・教科書 412 928,447 933,356 746,170
特定目的・韻文 252 225,273 225,295 202,425
合計 172,675 104,911,460 105,377,883 83,584,516
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6.4 TSV 形式データ 
TSV 形式データは、上記の形態論情報をタブ区切りの表形式テキストデータにしたもの
であり、BCCWJ の Web 検索サービス『中納言』の元になっているデータである。短単位・
長単位ごとに、別のテーブルとなっており、それぞれがレジスターごとに分割されている。
テキストデータの文字符号化方式は UTF-8（BOM なし）である。 
短単位・長単位 TSV はそれぞれ単独でも利用可能なように重複した情報を保持している。 
 
6.4.1 短単位 TSV のフィールド 




表 6-4: 短単位 TSV のフィールド 
フィールド名 備考 
レジスター  








固定長フラグ 0:固定長でない、1:固定長  
可変長フラグ 0:可変長でない、1:可変長  
文頭ラベル M-XML の sentence タグ開始位置は「B」、それ以外は「I」
語彙表 ID 
書字形出現形のレベルで語を識別する ID 
（桁数が大きいため bigint 型が必要） 
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6.4.2 長単位 TSV のフィールド 
 長単位 TSV のフィールド中身は表 6-5 のとおりである（左から順）。1 長単位が 1 レコ
ード（行）となっている。 
 
表 6-5: 長単位 TSV のフィールド 
フィールド名 備考 
レジスター  








固定長フラグ 0:固定長でない、1:固定長  






















は、図 6-1、表 6-6 のように 10 開始、10 きざみで文字間に割り振られている。「連番」は、
短単位・長単位に対して 10 開始、10 きざみで振られている。 
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図 6-1: 文字位置と連番の対応 
 














10 30 10 10 30 日本  
30 40 20 30 40 語  
40 50 30 40 50 の  
 
「文字開始位置」「出現形開始位置」の別は、6.2.1 節で述べた「原文文字列」「書字形出





は図 6-2 のようになる。 
 






日 本 語 の




５ ０ ０ 円
10 20 30 40
五 円
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10 40 10 10 30 五百 ５００ 
40 50 20 30 40 円  
 
なお、NumTrans 後の文字列が複数の単位に分割される場合には、表 6-8 のように当該
範囲内のすべてに同じ原文文字列が付与されている。 
 














10 50 10 10 30 二千 ２０１５ 
10 50 20 30 40 十 ２０１５ 
10 50 30 40 50 五 ２０１５ 
50 60 40 50 60 年  
 
 
6.5 M-XML の形態論情報タグ 





  <LUW B="B" SL="v" l_lemma="公共工事請け負い金額" l_lForm="コウキョウコウジウケオイキンガク" 
l_wType="混" l_pos="名詞-普通名詞-一般" > 
    <SUW lemma="公共" lForm="コウキョウ" wType="漢" pos="名詞-普通名詞-一般" pron="コーキョー"> 
      公共 
    </SUW> 
    <SUW lemma="工事" lForm="コウジ" wType="漢" pos="名詞-普通名詞-サ変可能" pron="コージ"> 
      工事 
    </SUW> 
    <SUW lemma="請け負い" lForm="ウケオイ" wType="和" pos="名詞-普通名詞-一般" pron="ウケオイ"> 
      請負 
    </SUW> 
    <SUW lemma="金額" lForm="キンガク" wType="漢" pos="名詞-普通名詞-一般" pron="キンガク"> 
      金額 
    </SUW> 
  </LUW> 
  <LUW SL="v" l_lemma="の" l_lForm="ノ" l_wType="和" l_pos="助詞-格助詞" > 
    <SUW lemma="の" lForm="ノ" wType="和" pos="助詞-格助詞" pron="ノ"> 
     の 
 
 108  
    </SUW> 
  </LUW> 
  <LUW B="B" SL="v" l_lemma="動き" l_lForm="ウゴキ" l_wType="和" l_pos="名詞-普通名詞-一般" > 
    <SUW lemma="動き" lForm="ウゴキ" wType="和" pos="名詞-普通名詞-一般" pron="ウゴキ"> 
      動き 
    </SUW> 
  </LUW> 
長単位は LUW タグ、短単位は SUW タグで表現され、形態論情報はその属性値として与











orderID 連番（TSV の連番と互換） 
lemma 語彙素 
lForm 語彙素読み 
subLemma 語彙素細分類 ※区別がある場合のみ出力 
wType 語種 
pos 品詞 
cType 活用型 ※活用語のみ出力 
cForm 活用形 ※活用語のみ出力 
formBase 語形 
usage 用法 ※区別がある場合のみ出力 




kanaToken 仮名形出現形 ※語形と異なる場合のみ出力 
pronToken 出現発音形 
 












表 6-10: 長単位タグ（LUW）の属性 
属性名 備考 
B 文・文節境界  文節境界=B、文境界=S 





l_cType 活用型 ※活用語のみ出力 
l_cForm 活用形 ※活用語のみ出力 
l_formBase 語形 
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第７章 書誌情報データベース 
 























 書誌情報データ（Bibliography.txt）： サンプルを取得した原本に関する情報。 
 サンプル情報データ（Sample.txt）： サンプルのID や取得状況に関する情報。 







平成 22 年度研究成果報告書（JC-D-10-01）, 特定領域研究「日本語コーパス」データ班. 
 




る書誌情報が、表 7-1 に示す 15 列によって表現されている。 
 
表 7-1: 「書誌情報データ」の構成 
1 書誌 ID（Bib_ID） サンプルを抽出した原本に対して付された ID
2 タイトル（Title） 原本のタイトル 
3 副題（Subtitle） 原本の副題（サブタイトル） 
4 巻号（Number） 原本の巻号 
5 責任表示（Bib_author） 原本の責任表示（著者、編者、監修者など）
6 出版者（Publisher） 原本の出版者（出版社） 
7 出版年（Year） 原本の出版年 
8 ISBN（ISBN） 原本に付された ISBN（国際標準図書番号） 
9 判型（Size） 原本のサイズ 
10 ページ数（Pages） 原本のページ数 
11 ジャンル(1) （Genre_1） 原本のジャンルに関する情報(1) 
12 ジャンル(2) （Genre_2） 原本のジャンルに関する情報(2) 
13 ジャンル(3) （Genre_3） 原本のジャンルに関する情報(3) 
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表 7-2: 「書誌情報データ」の例 
 
 
（表 7-2 続き） 






16cm 577 9 文学 913 0193 - 00122924 














37 全国紙 - - - - 
白書 1976 - - - 外交 - - - - 
教科書 2006 - - - 国語 小 5 - 0045734 
広報紙 2008 - - - 
関 東 地
方 
神奈川県 - - - 
Yahoo!
知恵袋 




















23cm 500 短歌 - - - 00110019 
法律 1988 - - - 23_国税 - - - - 
国会 
会議録 

















2004 年 2 月 15 日
号（通巻 353 号）
- 朝日新聞社 



































紫 木 蓮 ま
で・風舌 
第 17 巻(昭和 55 年
～昭和 63 年) 
阿木津英|著 筑摩書房 







MD_02010001 国会会議録 - 第 154 回国会 - - 
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7.3.2 書誌 ID 
書誌 ID（Bib_ID）列は、サンプルを取得した原本に対して一意に付された ID を表す。 
 
「書籍」レジスターの書誌 ID  
例：BK_20208020  → 『うたかたの月』 
1・2 桁目 「BK」「書籍（Book）」であることを表す。 
3 桁目 「_」区切り記号。 
4～11 桁目 原本に付された一意の ID。 
「雑誌」レジスターの書誌 ID  
例：PM_00030103  → 『アサヒカメラ』、2001 年 3 号 
1・2 桁目 「PM」「雑誌（Magazine）」であることを表す。 
3 桁目 「_」区切り記号。 
4～7 桁目 同一タイトルの雑誌に付された一意の ID。 
※ 「0003」は『アサヒカメラ』に付与されたID。 
8～9 桁目 発行年（2001 年から 2005 年の下 2 桁、01～05）。 
10～11 桁目 その発行年における号数。 
「新聞」レジスターの書誌 ID 
例： PN_01010202  → 朝日新聞・朝刊（0101）、2 月 2 日発行 
1・2 桁目 「PN」「新聞（Newspaper）」であることを表す。 
3 桁目 「_」区切り記号。 
4～5 桁目 新聞タイトル・朝夕刊の別を表す ID。（7.A.3 を参照） 
6～7 桁目 発行年（2001 年から 2005 年の下 2 桁、01～05）。 
8～11 桁目 発行日（1 月 1 日から 12 月 31 日、0101～1231）。 
「白書」レジスターの書誌 ID  
例： WR_00000001  → 『エネルギー白書』2004 年版 
1・2 桁目 「WR」「白書」であることを表す。 
3 桁目 「_」区切り記号。 
4～11 桁目 原本に付された一意の ID。 
「教科書」レジスターの書誌 ID  
例： TB_01000001  → 『こくご 一上 かざぐるま』 
1・2 桁目 「TB」「教科書（TextBook）」であることを表す。 
3 桁目 「_」区切り記号。 
4 桁目 教科。 
「0」= 国語 「3」= 社会   「6」= 芸術  「9」= 生活 
「1」= 数学 「4」= 外国語  「7」= 保健体育 
「2」= 理科 「5」= 技術家庭 「8」= 情報 
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5 桁目 学校。 
「1」= 小学校 「2」= 中学校 「3」= 高校 
6～11 桁目 教科・学校ごとに分類された教科書の通し番号。 
「広報紙」レジスターの書誌 ID  
例： PR_14212017  → 『広報あつぎ』2008 年 17 号 
1・2 桁目 「PR」「広報紙（Public Relations）」であることを表す。 
3 桁目 「_」区切り記号。 
4～8 桁目 自治体に付された一意の ID。（7.A.6 を参照） 
9～11 桁目 その自治体における号数。 
「Yahoo!知恵袋」レジスターの書誌 ID  
例：YC_00297787  → 小カテゴリ「政治、社会問題」 
1・2 桁目 「YC」「Yahoo!知恵袋（Yahoo! Chiebukuro）」であることを表す。 
3 桁目 「_」区切り記号。 
4～11 桁目 小カテゴリごとに付された一意の ID。（7.A.7 を参照） 
「Yahoo!ブログ」レジスターの書誌 ID  
例：YB_00000075  → 小カテゴリ「インテリア」 
1・2 桁目 「YB」「Yahoo!ブログ（Yahoo! Blog）」であることを表す。 
3 桁目 「_」区切り記号。 
4～11 桁目 小カテゴリごとに付された一意の ID。（7.A.8 を参照） 
「韻文」レジスターの書誌 ID  
例：VE_89028672  → 『稲垣足穂詩集』 
1・2 桁目 「VE」「韻文（Verse）」であることを表す。 
3 桁目 「_」区切り記号。 
4～11 桁目 原本に付された一意の ID。 
「法律」レジスターの書誌 ID  
例：LA_S54HO004  →「民事執行法」（昭和五十四年三月三十日法律第四号） 
1・2 桁目 「LA」「法律（Law）」であることを表す。 
3 桁目 「_」区切り記号。 
4～6 桁目 法律の公布年（S54 → 昭和 54 年）。 
7～8 桁目 「法律（HO）」であることを表す。 
4～11 桁目 その年における法令番号。 
「国会会議録」レジスターの書誌 ID  
例：MD_79050005 → 国会会議録（1979 年第 91 回国会、参議院、常任委員会、外務委
員会） 
1・2 桁目 「MD」「国会会議録（Minutes of the Diet）」であることを表す。 
3 桁目 「_」区切り記号。 
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4～5 桁目 会議の開催年。 
6～7 桁目 開催院および会議種別。 
「01」= 衆議院・常任委員会 「05」= 参議院・常任委員会 
「02」= 衆議院・特別委員会 「06」= 参議院・特別委員会 
「03」= 衆議院・本会議   「07」= 参議院・本会議 
「04」= 衆議院・その他   「08」= 参議院・その他 




例  「ファンの心をときめかせた世界の映画ベストセレクション」（書籍） 





















例 「第 6 巻」（書籍） 
「3（神の星編）」（書籍） 
「2002 年 4 月 15 日号（第 15 巻第 16 号、通巻 750 号）」（雑誌） 
「サンデー毎日臨時増刊（第 80 巻第 49 号、通巻 4467 号）」（雑誌） 
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「2001/10/24」（新聞） 
「2008 年 12 号」（広報紙） 
「第 17 巻（55 年～昭和 63 年）」（韻文） 
「平成元年六月二十八日法律第五十八号」（法律） 








「ロナルド・A.  モース|編著; 日下公人|監修; 時事通信社外信部|ほか訳」（書籍） 
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7.3.9 ISBN 










ジスターごとに取るジャンル情報の種類を、表 7-3 に示す。 
 
表 7-3: ジャンル情報の種類 
レジスター ジャンル(1) ジャンル(2) ジャンル(3) ジャンル(4) 
書籍 NDC（1 桁）＋分類名 NDC（3 桁） C コード 
雑誌 大ジャンル名 中ジャンル名 小ジャンル名 刊行形態 
新聞 配達エリア 
白書 ジャンル名  
教科書 教科名 学校種 学年 
広報紙 地域 都道府県名  
Yahoo!知恵袋 大カテゴリ名 中カテゴリ名 小カテゴリ名  
Yahoo!ブログ 大カテゴリ名 中カテゴリ名 小カテゴリ名  
韻文 韻文種別 
法律 ジャンル名  
国会会議録 開催院 会議種別 委員会名 
※ ジャンル情報の詳細については、付録 7-A を参照。 
 
7.3.13 責任表示 ID 
責任表示 ID（Bib_author_ID）列は、責任表示（Bib_author）列に記載されている人名・
組織名などに対して付された IDを表す。記載されている IDは、人名録データ（Directory.txt）
の「人名 ID （Directory_ID）」列に記載された ID に対応している。 
例 「00685074」（書籍） 
「00254659 ; 00184422」（書籍） 
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7.4 「サンプル情報データ」（Sample.txt） 
7.4.1 「サンプル情報データ」の概要 
サンプル情報データ（Sample.txt）では、BCCWJ に収録された各サンプルの ID や抽出
状況に関する情報が、表 7-4 に示す 5 列によって表現されている。 
 
表 7-4: 「サンプル情報データ」の構成 
1 サンプル ID（Sample_ID）サンプルに対して一意に付された ID 





サンプル情報データの例を、表 7-5 に示す。 
 
表 7-5: 「サンプル情報データ」の例 






出版・書籍 PB10_00047 BK_20205918 163 5D - 
雑誌 PM11_00053 PM_10550109 76 9F - 
新聞 PN1a_00013 PN_01010225 4 6C - 
図書館・書籍 LBa1_00004 BK_86049602 230 2H - 
白書 OW6X_00009 WR_00000066 285 4C - 
教科書 OT01_00008 TB_01000002 31 8A - 
広報紙 OP00_00001 PR_01103001 - - - 
ベストセラー OB0X_00001 BK_75079014 358 4D - 
Yahoo!知恵袋 OC01_00001 YC_00297514 - - 2004/4/29 18:35
Yahoo!ブログ OY01_00005 YB_00010571 - - 2008/6/24 21:39
韻文 OV0X_00001 VE_00010001 - - - 
法律 OL3X_00072 LA_H01HO058 - - - 




 119  
7.4.2 サンプル ID 
サンプル ID（Sample_ID）列は、各サンプルに対して一意に付された ID を表す。 
 
 出版サブコーパス「書籍」レジスターのサンプル ID  
例： PB10_00001 
1 桁目 「P」出版サブコーパス（Publication）に所属することを表す。 
2 桁目 「B」書籍（Book）のサンプルであることを表す。 
3 桁目 「1～5」出版年を表す。 
「1」＝ 2001 年 「3」＝ 2003 年 「5」＝ 2005 年 
「2」＝ 2002 年 「4」＝ 2004 年  
4 桁目 「0～9,n」当該書籍に付された NDC（日本十進分類法）の第 1 次区分を表す。 
「0」＝総記   「4」＝自然科学  「8」＝言語 
「1」＝哲学   「5」＝技術・工学 「9」＝文学 
「2」＝歴史   「6」＝産業    「n」＝分類なし 
「3」＝社会科学 「7」＝芸術・美術 
5 桁目 「_」区切り記号。 
6～10 桁目 各出版年・各 NDC におけるサンプルの取得順位を表す。 
 出版サブコーパス「雑誌」レジスターのサンプル ID  
例： PM11_00002 
1 桁目 「P」出版サブコーパス（Publication）に所属することを表す。 
2 桁目 「M」雑誌（Magazine）のサンプルであることを表す。 
3 桁目 「1～5」出版年を表す。 
「1」＝ 2001 年 「3」＝ 2003 年 「5」＝ 2005 年 
「2」＝ 2002 年 「4」＝ 2004 年  
4 桁目 「1～6」当該雑誌に付されたジャンルを表す。 
「1」＝総合       「4」＝産業    
「2」＝教育・学芸    「5」＝工業    
「3」＝政治・経済・商業 「6」＝厚生・医療 
5 桁目 「_」区切り記号。 
6～10 桁目 各雑誌タイトル・各出版年におけるサンプルの取得順位を表す。 
 出版サブコーパス「新聞」レジスターのサンプル ID  
例： PN1a_00001 
1 桁目 「P」出版サブコーパス（Publication）に所属することを表す。 
2 桁目 「N」新聞（Newspaper）のサンプルであることを表す。 
3 桁目 「1～5」出版年を表す。 
「1」＝ 2001 年 「3」＝ 2003 年 「5」＝ 2005 年 
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「2」＝ 2002 年 「4」＝ 2004 年  
4 桁目 「a～o」新聞タイトルを表す。 
「a」＝朝日新聞  「f」＝中日新聞  「k」＝神戸新聞 
「b」＝毎日新聞  「g」＝西日本新聞 「l」＝中国新聞 
「c」＝読売新聞  「h」＝河北新報  「m」＝高知新聞 
「d」＝産経新聞  「i」＝新潟日報  「o」＝琉球新報 
「e」＝北海道新聞 「j」＝京都新聞 
5 桁目 「_」区切り記号。 
6～10 桁目 各新聞タイトル・各出版年におけるサンプルの取得順位を表す。 
 図書館サブコーパス「書籍」レジスターのサンプル ID  
例： LBa0_00002 
1 桁目 「L」図書館サブコーパス（Library）に所属することを表す。 
2 桁目 「B」書籍（Book）のサンプルであることを表す。 
3 桁目 「a～t」出版年を表す。 
「a」＝ 1986 年 
「b」＝ 1987 年 
「c」＝ 1988 年 
「d」＝ 1989 年 
「e」＝ 1990 年 
「f」＝ 1991 年 
「g」＝ 1992 年 
「h」＝ 1993 年 
「i」＝ 1994 年 
「j」＝ 1995 年 
「k」＝ 1996 年 
「l」＝ 1997 年 
「m」＝ 1998 年 
「n」＝ 1999 年 
「o」＝ 2000 年 
「p」＝ 2001 年 
「q」＝ 2002 年 
「r」＝ 2003 年 
「s」＝ 2004 年 
「t」＝ 2005 年 
   
4 桁目 「0～9,n」当該書籍に付された NDC（日本十進分類法）の第 1 次区分を表す。 
「0」＝総記   「4」＝自然科学  「8」＝言語 
「1」＝哲学   「5」＝技術・工学 「9」＝文学 
「2」＝歴史   「6」＝産業    「n」＝分類なし 
「3」＝社会科学 「7」＝芸術・美術 
5 桁目 「_」区切り記号。 
6～10 桁目 各出版年・各 NDC におけるサンプルの取得順位を表す。 
 特定目的サブコーパス「白書」レジスターのサンプル ID  
例：OW1X_00000 
1 桁目 「O」特定目的サブコーパスに所属することを表す。 
2 桁目 「W」白書のサンプルであることを表す。 
3 桁目 「1～6」出版時期を表す。 
「1」＝第 1 期（1976～1980 年） 「4」＝第 4 期（1991～1995 年） 
「2」＝第 2 期（1981～1985 年） 「5」＝第 5 期（1996～2000 年） 
「3」＝第 3 期（1986～1990 年） 「6」＝第 6 期（2001～2005 年） 
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4 桁目 「X」ダミー記号。 
5 桁目 「_」区切り記号。 
6～10 桁目 各出版時期におけるサンプルの取得順位を表す。 
 特定目的サブコーパス「教科書」レジスターのサンプル ID  
例：OT01_00002 
1 桁目 「O」特定目的サブコーパスに所属することを表す。 
2 桁目 「T」教科書（TextBook）のサンプルであることを表す。 
3 桁目 「0～9」教科を表す。 
「0」=国語 「3」=社会   「6」=芸術   「9」=生活 
「1」=数学 「4」=外国語  「7」=保健体育 
「2」=理科 「5」=技術家庭 「8」=情報 
4 桁目 「1～3」学校を表す。 
「1」= 小学校 「2」= 中学校 「3」= 高校 
5 桁目 「_」区切り記号。 
6～10 桁目 各教科・学校におけるサンプルの取得順位を表す。 
 特定目的サブコーパス「広報紙」レジスターのサンプル ID  
例： OP00_00001 
1 桁目 「O」特定目的サブコーパスに所属することを表す。 
2 桁目 「P」広報紙（Public Relations）のサンプルであることを表す。 
3・4 桁目 「00～99」対象となった 100 自治体の通し番号を表す。 
5 桁目 「_」区切り記号。 
6～10 桁目 各自治体から取得したサンプルの取得順位を表す。 
 特定目的サブコーパス「ベストセラー」レジスターのサンプル ID  
例： OB0X_00001 
1 桁目 「O」特定目的サブコーパスに所属することを表す。 
2 桁目 「B」ベストセラー（Best-seller）のサンプルであることを表す。 
3 桁目 「0～6」出版時期を表す。 
「0」＝第 0 期（1975 年以前） 「4」＝第 4 期（1991～1995 年） 
「1」＝第 1 期（1976～1980 年）「5」＝第 5 期（1996～2000 年） 
「2」＝第 2 期（1981～1985 年）「6」＝第 6 期（2001～2005 年） 
「3」＝第 3 期（1986～1990 年） 
4 桁目 「X」ダミー記号。 
5 桁目 「_」区切り記号。 
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 特定目的サブコーパス「Yahoo!知恵袋」レジスターのサンプル ID  
例： OC01_00001 
1 桁目 「O」特定目的サブコーパスに所属することを表す。 
2 桁目 「C」Yahoo!知恵袋（Chiebukuro）のサンプルであることを表す。 
3・4 桁目 「01～15」質問が投稿された大カテゴリ ID を表す。 
「01」＝ 「エンターテインメントと趣味」 











「14」＝ 「Yahoo! JAPAN」 
「15」＝ 「その他」 
5 桁目 「_」区切り記号。 
6～10 桁目 各大カテゴリにおけるサンプルの取得順位を表す。 
 特定目的サブコーパス「Yahoo!ブログ」レジスターのサンプル ID  
例： OY01_00005 
1 桁目 「O」特定目的サブコーパスに所属することを表す。 
2 桁目 「Y」Yahoo!ブログ（Blog）のサンプルであることを表す。 


















5 桁目 「_」区切り記号。 
6～10 桁目 各大カテゴリにおけるサンプルの取得順位を表す。 
 特定目的サブコーパス「韻文」レジスターのサンプル ID  
例：OV0X_00001 
1 桁目 「O」特定目的サブコーパスに所属することを表す。 
2 桁目 「V」韻文（Verse）のサンプルであることを表す。 
3 桁目 「0～2」韻文の種類を表す。 
「0」＝短歌 「1」＝俳句 「2」＝詩 
4 桁目 「X」ダミー記号。 
5 桁目 「_」区切り記号。 
6～10 桁目 サンプルの取得順位を表す。 
 特定目的サブコーパス「法律」レジスターのサンプル ID  
例： OL1X_00001 
1 桁目 「O」特定目的サブコーパスに所属することを表す。 
2 桁目 「L」法律（Law）のサンプルであることを表す。 
3 桁目 「1～6」法律の公布時期を表す。 
「1」＝第 1 期（1976～1980 年） 「2」＝第 2 期（1981～1985 年） 
「3」＝第 3 期（1986～1990 年） 「4」＝第 4 期（1991～1995 年） 
「5」＝第 5 期（1996～2000 年） 「6」＝第 6 期（2001～2005 年） 
4 桁目 「X」ダミー記号。 
5 桁目 「_」区切り記号。 
6～10 桁目 各公布時期におけるサンプルの取得順位を表す。 
 特定目的サブコーパス「国会会議録」レジスターのサンプル ID  
例： OM11_00001 
1 桁目 「O」特定目的サブコーパスに所属することを表す。 
2 桁目 「M」国会会議録（Minutes of the Diet）のサンプルであることを表す。 
3 桁目 「1～6」会議の開催時期を表す。 
「1」＝第 1 期（1976～1980 年） 「4」＝第 4 期（1991～1995 年） 
「2」＝第 2 期（1981～1985 年） 「5」＝第 5 期（1996～2000 年） 
「3」＝第 3 期（1986～1990 年） 「6」＝第 6 期（2001～2005 年） 
4 桁目 「1～8」会議の開催院・会議種別を表す。 
 
 124  
「1」＝衆議院・常任委員会 「5」＝参議院・常任委員会 
「2」＝衆議院・特別委員会 「6」＝参議院・特別委員会 
「3」＝衆議院・本会議   「7」＝参議院・本会議 
「4」＝衆議院・その他   「8」＝参議院・その他 
5 桁目 「_」区切り記号。 
6～10 桁目 各開催時期、開催院・会議種別におけるサンプルの取得順位を表す。 
 
7.4.3 書誌 ID 
書誌 ID（Bib_ID）列は、サンプルを取得した原本に対して一意に付された ID を表す。
記載されている ID は、書誌情報データ（Bibliography.txt）の「書誌 ID（Bib_ID）」列に


























プルに含まれる記事を実際に執筆した著者名などの情報が、表 7-6 に示す 4 列によって表
現されている。 
表 7-6: 「人名録データ」の構成 
1 人名 ID（Directory_ID） 人物や組織に対して一意に付された ID 
2 人名（Name） 人物の氏名、または組織名 
3 性別（Sex） 性別 
4 生年代（BirthYear） 生年（10 年単位） 
 
人名録データの例を、表 7-7 に示す。 
 
表 7-7: 「人名録データ」の例 
Directory_ID Name Sex BirthYear 
634 会田 雄次 男 1910 
98948 アントニオ猪木 男 1940 





7.5.2 人名 ID 
















著者」および「初出」に関する情報が、表 7-8 に示す 6 列によって表現されている。 
 
表 7-8: 「記事情報データ」の構成 
1 サンプル ID（Sample_ID） 各サンプルに対して一意に付された ID 
2 記事 ID（Article_ID） 各記事に対して一意に付された ID 
3 人名 ID（Directory_ID） 各記事を実際に執筆した著者に対して一意に
付された ID 
4 役割（Role） 著者の役割（実著者、原著者、翻訳者の別） 
5 初出情報（First_appearance） 各記事の初出に関する情報 
6 初刊情報（First_published） 各記事の初刊に関する情報 
 
記事情報データの例を、表 7-9 に示す。 
 
表 7-9: 「記事情報データ」の例 





LBa0_00002 LBa0_00002_V001 59986 実著者 1984 1986
LBq1_00026 LBq1_00026_F003 262756 実著者 2000-2001 2002
LBa1_00006 LBa1_00006_V001 459606 原著者 1986 
LBa1_00006 LBa1_00006_V001 108831 翻訳者 1986 
PB12_00059 PB12_00059_V001 189710 実著者 n.d.-n.d. 2001
PM11_00289 PM11_00289_F002 0 実著者 2001 




7.6.2 サンプル ID 
サンプル ID（Sample_ID）列は、サンプルに対して一意に付された ID を表す。記載さ
れている ID は、サンプル情報データ（Sample.txt）の「サンプル ID（Sample_ID）」列に
記載された ID に対応している。7.4.2 節を参照。 
 
7.6.3 記事 ID 

















7.6.4 人名 ID 
記事情報データにおける人名 ID（Directory_ID）列は、記事を実際に執筆した人物（著
者）に対して付された ID を表す。記載されている ID は、人名録データ（Directory.txt）







著者不明」として「0」という人名 ID を与えた。 
 
7.6.5 役割 
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付録 7-A: 書誌情報データ「ジャンル」情報の詳細 
 
7.A.1 「書籍」のジャンル情報の詳細 
 ジャンル(1)  
「書籍」の「ジャンル(1)」列には、国立国会図書館で付与された「NDC（日本十進分類法）
第 9 版」の第 1 次区分（類目）を表す数値と、その分類名が記載されている。 
例 「0 総記」、「1 哲学」、「2 歴史」、「3 社会科学」、「4 自然科学」、 
「5 技術・工学」、「6 産業」、「7 芸術・美術」、「8 言語」、「9 文学」、 
「分類なし 1」 
 
 ジャンル(2)  
「書籍」の「ジャンル(2)」列には、国立国会図書館で付与された「NDC（日本十進分類
法）第 9 版」の第 3 次区分（要目）を表す数値が 3 桁で記載されている。詳細については、




コード」は日本図書コードの一部で、4 桁の数値で構成される。左から 1 桁目は「販売対象
コード」で、対象読者を表す。2 桁目は「発行形態コード」で、発行形態を表す。3・4 桁
目は「内容コード」で、書籍の内容を表す。詳細は、『ISBN コード／日本図書コード／書
籍 JAN コード利用の手引き』（日本図書コード管理センター）などを参照。 
 
※ 「C コード」の 1 桁目 「販売対象コード」の分類を、以下に示す。 
「0」＝ 一般、「1」＝ 教養、「2」＝ 実用、「3」＝ 専門、「4」＝（欠番） 、 
「5」＝ 婦人、「6」＝ 学参 I（小中） 、「7」＝ 学参 II（高校）、「8」＝ 児童、「9」
＝ 雑誌扱い 
 
※ 「C コード」の 2 桁目 「発行形態コード」の分類を、以下に示す。 
「0」＝ 単行本、「1」＝ 文庫、「2」＝ 新書、「3」＝ 全集・双書、 
「4」＝ ムック・その他、「5」＝ 事・辞典、「6」＝ 図鑑、「7」＝ 絵本、 
「8」＝ 磁性媒体など、「9」＝ コミック 
 
※ 「C コード」の 3・4 桁目 「内容コード」の分類を、表 7-10 に示す。 
  
                                                  
1 2005 年 10 月時点において国立国会図書館で NDC が付与されていなかった場合に相当する。 
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「雑誌」の「ジャンル(1)」列には、表 7-11 に示す 6 種類の「大ジャンル」の情報が、雑
誌タイトルごとに記載されている。 
例 「1 総合」、「2 教育・学芸」、「3 政治・経済・商業」、「4 産業」、 
「5 工業」、「6 厚生・医療」 
 
 ジャンル(2)  









例 「月刊」「週刊」「月 2 回刊」「隔月刊」「隔週刊」「季刊」「年刊」 
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表 7-11: 雑誌の大ジャンル・中ジャンル・小ジャンルの一覧 
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表 7-11: 雑誌の大ジャンル・中ジャンル・小ジャンルの一覧（続き） 





























産業 農林水産 農業経営 
食料／食品 醸造業 
運輸／通信 海事・海運・港湾 
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7.A.3 「新聞」のジャンル情報の詳細 
 





なお、「新聞」の書誌 ID の 4～5 桁目で表される ID（01～31）は、新聞の母集団に含ま
れる 16 タイトル、および朝夕刊の別に対して独自に付与した ID である。各タイトルに対
応づけられたジャンル（配達エリア）との対応関係を、表 7-12 に示す（著作権の都合で採
録対象から外した 2 タイトルは表示していない）。 
 
表 7-12: 新聞の書誌 ID（4～5 桁目）の内訳 










































































































































防衛白書 / 日本の防衛 
防災白書 
外交 





















独占白書 / 独占禁止白書 
労働経済白書 / 労働白書 
国土交通 観光白書 
国土交通白書  / 運輸白書  / 
建設白書 
首都圏白書 
土地白書 / 国土利用白書 
農林水産 食料・農業・農村白書 / 農業
白書 
森林・林業白書 / 林業白書 
水産白書 / 漁業白書 
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7.A.5 「教科書」のジャンル情報 
 



























なお、「広報紙」の書誌 ID の 4～8 桁目で表される ID は、「全国地方公共団体コード」の
上 5 桁と一致しており、広報紙を発行している自治体に対応する。ID と自治体の対応関係
を、表 7-14 に示す。 
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7.A.7 「Yahoo!知恵袋」のジャンル情報の詳細 
「Yahoo!知恵袋」の「ジャンル(1)～(3)」列には、14 種類の「大カテゴリ」、59 種類の「中
カテゴリ」、および 130 種類の「小カテゴリ」という 3 階層のカテゴリがそれぞれ記載され
ている。大カテゴリ・中カテゴリ・小カテゴリの一覧を表 7-15 に示す。小カテゴリの違い
は / で区切られている。 
 
表 7-15: 「Yahoo!知恵袋」のジャンル情報 




ゲーム / オンラインゲーム / トレーディング
カード 
テレビ、ラジオ テレビ、ラジオ / CM / ラジオ 
映画 映画 
音楽 音楽 / 楽器 / 邦楽 / 洋楽 
芸能人、タレント 芸能人、タレント / あの人は今 / 話題の人物
占い、超常現象 占い、懸賞 









家計、貯金 家計、貯金 / ローン / 家計、節約 / 貯金 
株と経済 株と経済 / 株式 / 経済、景気 
企業と経営 
企業と経営 / 会計、経理、財務 / 会社情報、
業界動向 / 企業法務、知的財産 / 起業 
保険、税金、年金 保険、税金、年金 / 税金 / 年金 / 保険 
職業とキャリア 
資格、習い事 資格、習い事 / 資格 / 専門学校、職業訓練 




リーター / パート / 派遣 
労働問題、働き方 
労働問題、働き方 / 失業、リストラ / 労働条









アウトドア アウトドア / キャンプ / 釣り 
スポーツ 
スポーツ / オリンピック / サッカー / ダイ
ビング、サーフィン / 格闘技、武術 / 野球 
バイク バイク 
自動車 自動車 / 新車 / 中古車 
暮らしと生活ガイ
ド 
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家事、住宅 家事、住宅 / 家事 / 不動産、引越し 
公共施設、役所 
公共施設、役所 / 美術館、博物館、図書館 / 役
所、手続き 
福祉、介護 福祉、介護 
法律、消費者問題 法律、消費者問題 / 消費者問題 / 法律相談 
料理、グルメ、レシピ
お酒、ドリンク / レシピ、調理法 / 飲食店、




















子育て、出産 / 子どもの病気とトラブル / 子
育ての悩み / 妊娠、出産 
受験、進学 受験、進学 
小・中学校、高校 小・中学校、高校 





マナー マナー / あいさつ、てがみ、文例 
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7.A.8 「Yahoo!ブログ」のジャンル情報の詳細 
「Yahoo!ブログ」の「ジャンル(1)～(3)」列には、15 種類の「大カテゴリ」、54 種類の「中
カテゴリ」、および 316 種類の「小カテゴリ」という 3 階層のカテゴリがそれぞれ記載され
ている。大カテゴリ・中カテゴリ・小カテゴリの一覧を表 7-16 に示す。小カテゴリの違い
は / で区切られている。 
 
表 7-16: 「Yahoo!ブログ」のジャンル情報 
大カテゴリ 中カテゴリ 小カテゴリ 
ビジネスと経済 
金融と投資 
通貨、為替 / 株式 / 保険 / 貯蓄、預金 / 銀行 / 
不動産 / その他金融と投資 
雇用 
就職 / 転職 / アルバイト / 人材派遣 / 失業、無
職 / その他雇用 
ビジネス 会社経営 / 起業 / その他ビジネス 
職種 
事務職 / 営業職 / 技術職 / 企画職 / 専門職 / 
公務員 / その他職種 




ホームページ / ネットサービス / その他インタ
ーネット 
コンピュータ 
ソフトウェア / パソコン / 周辺機器 / Windows 




クリスマス / 正月 / 誕生日 / バレンタインデー
/ 花火 / ホワイトデー / 花見 / エイプリルフー
ル / その他祝日、記念日、年中行事 
グルメ、ドリンク 
レシピ / 飲食店 / 食べ物 / 飲み物 / 菓子、デザ
ート 
環境問題 
その他環境問題 / 省エネ / 自然保護 / リサイク
ル / ごみ問題 / 地球温暖化 
事件・事故 事件 / 事故 / 防犯 
災害 火災 / 地震 / 台風 / 火山活動 / その他災害 
文化活動 
宗教 / ボランティア活動 / 祭りと伝統 / その他
文化活動 




俳優、女優 / その他映画 / 映画祭 / 映画レビュ
ー / 映画監督 
テレビ 
アナウンサー / コマーシャル / その他テレビ / 
ドラマ番組 / バラエティ番組 
音楽 
その他音楽 / 音楽祭 / 洋楽 / 邦楽 / 音楽レビ
ュー / ミュージシャン 
占い 
心理テスト、性格診断 / タロット占い / 星占い / 
血液型占い / 風水 / その他占い 
芸能人、タレント 男性 / 女性 / グループ 
超常現象 
幽霊、心霊 / 都市伝説 / UFO / 超能力 / その他
超常現象 
 
 141  
テーマパーク 
ディズニーリゾート / ユニバーサル・スタジオ・
ジャパン / 遊園地 / その他テーマパーク 
家庭と住まい 
住まい 
ガーデニング / 修理とリフォーム / 住居 / イン
テリア 
ペット、動物 
昆虫 / 観賞魚、水草 / 鳥 / ウサギ / ハムスター
/ 犬 / 猫 / その他ペット 
家庭電化製品 
オーディオ / 季節家電 / 映像機器 / 調理器具 / 
その他家電 
家庭 家計 / 育児 / 家族 / 家庭環境 
政治 
政界と政治活動 
政党、団体 / 選挙 / 政界 / 地方自治 / 軍事 / 国
会 / その他政界と政治活動 
国際情勢 
中東情勢 / アジア情勢 / アフリカ情勢 / アメリ




フィットネス / スキンケア / ボディケア / ネイ
ルケア / ダイエット / その他美容と健康 
病気、症状 
子どもの病気 / メンタルヘルス / 生活習慣病 / 
アレルギー / その他の病気 / 花粉症 
学校と教育 
学校 
小学校 / 中学校 / 高校 / 専門学校 / 大学 / そ
の他学校 / 受験 
教育 習いごと / 幼児教育 / 社会教育 / その他教育 
科学 
社会科学 
人類学と考古学 / 経済学 / 心理学 / 政治学 / 
法学 / その他社会学 
自然科学 
化学 / 工学 / 物理学 / 天文学 / 気象学 / 生物
学 / その他自然科学 
出会い 
恋愛 
失恋 / 遠距離 / アドバイス / 片思い / 初恋 / 
その他恋愛 
結婚 




北海道 / 青森県 / 岩手県 / 宮城県 / 秋田県 / 
山形県 / 福島県 / 東京都 / 神奈川県 / 埼玉県 / 
千葉県 / 茨城県 / 栃木県 / 群馬県 / 山梨県 / 
新潟県 / 長野県 / 富山県 / 石川県 / 福井県 / 
愛知県 / 岐阜県 / 静岡県 / 三重県 / 大阪府 / 
兵庫県 / 京都府 / 滋賀県 / 奈良県 / 和歌山県 / 
島根県 / 岡山県 / 広島県 / 山口県 / 徳島県 / 
香川県 / 愛媛県 / 高知県 / 福岡県 / 佐賀県 / 
長崎県 / 熊本県 / 大分県 / 宮崎県 / 鹿児島県 / 
沖縄県 
世界の地方 
アジア / アフリカ / オセアニア / 北アメリカ / 
中東 / ヨーロッパ / ラテンアメリカ 
特集 趣味とスポーツ CLUBKEIBA 
芸術と人文 芸術、アート 
イラストレーション / 絵画 / 写真 / 工芸 / 書
道 / その他芸術、アート 
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文学 
ノンフィクション、エッセイ / 小説 / 詩 / 俳句、
川柳 / 短歌 / その他文学 / 伝記、自伝 
デザイン 
ファッション / 工業デザイン / 建築デザイン / 
その他デザイン 
舞台、演劇 観劇 / 伝統芸能 / その他舞台、演劇 





出品 / 落札 / ウォッチリスト / Yahoo!オークシ
ョンストア 








野球 / サッカー / ゴルフ / テニス / 格闘技 / 
モータースポーツ / スキー / スノーボード / マ
リンスポーツ / その他スポーツ / 陸上競技 / バ
スケットボール / オリンピック / バレーボール
/ ラグビー / 卓球 
レジャー 
旅行 / 釣り / 登山 / 散歩 / キャンプ / その他
レジャー 
趣味 
読書 / 漫画、コミック / アニメーション / ゲー
ム / おもちゃ / カラオケ / 携帯電話 / その他
趣味 
乗り物 
鉄道、列車 / 自動車 / オートバイ / その他乗り
物 / 飛行機 / 自転車 
ギャンブル 
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称は、表 7-18 のように対応している。 
 



































付録 7-B: サンプル ID ベース書誌情報データの構成 
 
サンプル ID ベース書誌情報データ（Joined_info.txt）は、表 7-1（Bibliography.txt）、






表 7-19: サンプル ID ベース書誌情報データの構成 
フィールド名称 結合元のファイル 
サンプル ID --- 









ジャンル 1 Bibliography.txt 
ジャンル 2 Bibliography.txt 
ジャンル 3 Bibliography.txt 
ジャンル 4 Bibliography.txt 
責任表示 ID Bibliography.txt 











浅原 正幸 小西 光 田中 弥生 間淵 洋子 
 
8.1 はじめに  
本章では『現代日本語書き言葉均衡コーパス』の文境界情報について説明する。文境界
情報を規定する手がかりになるものとして、(1)文字情報を用いるもの、(2)形態論情報を用




質的な文境界修正作業を行っていなかった。その結果、BCCWJ-DVD 版 （Version 1.0）
の文境界認定基準の妥当性については様々な指摘がなされた。 




 本章の構成は以下のとおりである：8.2 節では BCCWJ-DVD 版 （Version 1.0）の文境
界認定基準を示す。8.3 節では BCCWJ-DVD 版 （Version 1.1）の文境界認定作業につい
て述べる。8.4 節では、コアデータに対するその他の文境界情報を紹介する。 
 
8.2 BCCWJ-DVD 版（Version 1.0） の文境界認定基準 




























8.2.2 BCCWJ-DVD 版（Version 1.0）における文境界認定基準の概要 
まず、BCCWJ-DVD 版 （Version 1.0）における文境界について述べる。BCCWJ-DVD
版 （Version 1.0）においては文字情報のみを含む C-XML（第 4 章）と形態論情報を含む
M-XML （第 6、9 章）の 2 種類の XML 形式でデータが表現されている。文境界情報は
XML 内の sentence 要素として表現されている。この 2 種類の形式において認定している
文境界に差異がある。 
 




る文のスパンを表現する sentence 要素の認定規則について例（図 8-1）を示しながら解説
する。自動認定においては句点記号「。」「．」感嘆符「！」疑問符「？」（以下文末記号）
やブロック要素開始位置直前を文区切り位置とみなし、直前文の末尾を sentence 要素の始
端とみなす処理（sentence タグ<sentence> </sentence> を付与）を行う（例 C-1）。文末
記号によって認定される sentence 要素を正則な sentence 要素と呼ぶ。論理行頭からひと
つ以上の sentence 要素の並びが存在し、かつ、行末に文末記号がない場合は sentence 要
素とみなす（例 C-2）。論理行中にひとつも sentence 要素がなく文末記号もない場合、そ
の論理行全体を sentence 要素とみなす（例 C-3）。これらの文末記号以外によって認定され
る sentence 要素は、特殊な文として属性 type=“quasi”を付与する（例 C-2、C-3：以下
sentence@quasi 要素と略記）。文字情報として 9 種類の括弧の対応（括弧類Ａ2）などを用
いて、文認定時に sentence 要素の入れ子を許している。 
括弧内にひとつも文末記号を含まない場合、括弧内に sentence 要素を認定しない（例
                                                  









図 8-1: C-XML における文境界認定 
 
 
図 8-2: C-XML から M-XML への変換 
 
M-XML における文境界認定： 




M-XML では、C-XML において sentence 要素が入れ子になっている場合に、その も内
側（下位）にあるもののみを正則の sentence 要素とし、外側（上位）にある sentence は




の sentence 要素に隣接する括弧記号を送り込む。 終的に superSentence と sentence の
2 階層からなる文境界情報が残される（図 8-2）。 
例 C-4 においては sentence 要素に入れ子が発生していないため、C-XML と M-XML の 
sentence 要素は一致する（例 M-4）。 
例 C-5 においては、括弧内の 内スパンの sentence 要素 “梅が咲いた。” を M-XML に
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おける正則な sentence 要素と見なす（例 M-5）。例 C-5 における 外スパンは新たに 
superSentence 要素として認定する。正則 sentence 要素に含まれない 外スパンの連続
文字列については、sentence@fragment 要素として認定する。ただし、正則 sentence 要
素に隣接する括弧記号は sentence 要素に送り込む。 
例 C-6 においては括弧内に正則な sentence 要素 “梅が咲いた。” と sentence@quasi 要
素  “桜も咲いた ” の二つが認定されている。例 C-6 における 外スパンを新たに
superSentence 要素として認定する（例 M-6）。括弧内の 2 種類の sentence 要素（正則な
sentence 要素と sentence@quasi 要素）を認定し、これに含まれない前後の連続文字列を
sentence@fragment 要素として認定する。ただし、内側の sentence 要素に隣接する括弧記
号は内側の sentence 要素に送り込む。 
しかし、例 M-5・M-6 における、「内側の sentence 要素に隣接する括弧記号は内側の
sentence 要素に送り込む処理」が網羅的ではなかった。今回はこの問題を解決するために
網羅的なパターンを記述し、再処理する。図 8-2 では、問題になるパターンを示した。 
 
8.3 BCCWJ-DVD 版（Version 1.1）における文境界認定基準 













[処理 C] C-XML レベルで認定できる誤りの検出  





















今回の修正は形態論情報を含む M-XML のみに対して実施し、C-XML については実施
しない。この修正にともない、必要があれば形態論情報・文書構造タグも修正する。 
  
8.3.2 BCCWJ-DVD 版（Version 1.1）における文境界認定基準の詳細 
8.3.2.1 基準の前提 
文境界認定基準の前提として、今回踏襲する BCCWJ-DVD 版 （Version 1.0）の文境界
認定基準 3 点について示す。 




3 点目は、括弧内に文末記号が含まれない場合には sentence タグは付与しないことであ




今回廃止した BCCWJ-DVD 版 （Version 1.0）の属性とタグについて示す。以下、例文中、
開始 sentence タグを <s>、終了 sentence タグを</s>と略記する。全角空白を□で表す。 
 




                                                  
3 句点類Ｂ：「補助記号-句点」。！．？ の 4 種。 
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類Ｃのみで構成されている sentence 要素は、前の sentence 要素の末尾に移動 5 
 
(1) PB26_00004  











<s>それより「ブラボー砦の脱出」だ、「星のない男」だ（</s>             ←注目点 
<s>異議なし！</s> 








(3)  OY14_12372  







                                                                                                                                                  
4 記号類Ｃ：「補助記号-一般」（文境界を示す）― … － ・ ～ 【 】 〔 〕 ‐ ‥ ♩ ♪ ♫ ♬ 《 》 ― ─ ━ の 20 種。 
5 条件を規定する演算子は、打消の助動詞を否定とし、「かつ」を論理積とし、「もしくは」を論理和とした場合に、こ
の順で優先順位が高い加法標準形で記述する。 
6 今回は形態論情報により括弧として定義されている「補助記号-括弧開」「補助記号-括弧閉」の全 12 種を用い、それ
ぞれ〔括弧開〕・〔括弧閉〕と呼ぶ：‘’“”〈〉《》「」『』【】［ ］｛ ｝等。 
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7のみで構成された sentence 要素は、前の sentence 要素の末尾に移動 
   
(4)  PN1b_00009 
<s>それより「ブラボー砦の脱出」だ、「星のない男」だ（</s> 
<s>異議なし！</s> 






た先の sentence 要素が〔括弧閉〕と記号類Ｄ・Ｅ8 のみで構成されている場合は、そ
れらを前の sentence 要素の末尾に移動 
 













4. 【原則】〔括弧閉〕で始まり、かつ、〔括弧閉〕に任意の短単位が後続する sentence 要
素は、前の sentence 要素の末尾に〔括弧閉〕のみを移動 
 
(6)  PN5f_00020 
<s>（咽喉？</s>  
<s>）…と其奴がね、異に蔑んだ笑い方をしたものです。</s> 
                                                  
7 記号類Ｄ：句点類Ｂ、記号類Ｃ、「空白」1 種、「補助記号-読点」2 種。 
8 記号類Ｅ：「記号-一般」2,003 種、「記号-文字」255 種、「空白」1 種、「補助記号-AA-一般」78 種、「補助記号-AA-









するまでの範囲を前の sentence 要素の末尾に移動 
 










合は、それらすべてを前の sentence 要素の末尾に移動 
 
(8)  OY14_12372 
<s>□□□□□□□『</s> 
<s>今度は□一緒にファーストで行きたいね□！！ </s> 




4-c.【例外処理】上記 4-a.を適用した結果、「（？）」「（！）」の文字列を sentence 要
素に含む場合には、前後の sentence 要素をひとまとまりにする（8.3.2.3 の “文境界
認定を打ち消して文を結合する場合”の 1. を参照） 
 





                                                  





5. 読点で始まっている場合は、前の sentence 要素の末尾に読点のみを移動 
 










8.3.2.3 処理 M(β)：修正率の低いパターン・認定基準 
以下の例は修正率が低いパターンで、手がかりにより候補を枚挙したうえで人手により
修正すべきかどうかを判定する。大きく分けて「文境界を認定して分割する場合」と「文
境界認定を打ち消して文を結合する場合」の 2 種類がある。これらは、 初に修正箇所自
動抽出を行い、次に人手修正処理をすることで誤りを修正する。 
 































































の sentence 要素に分割されていて、括弧内に文末記号が含まれない場合は結合 
 
(16)  PB1n_00024 



























8.3.3 BCCWJ-DVD 版（Version 1.1）における廃止事項 
 BCCWJ-DVD 版（Version 1.0）に規定されていた以下の要素・属性を、BCCWJ-DVD
版（Version 1.1） の M-XML では廃止する。 











8.4 BCCWJ-DepPara における文境界認定 




係り受けアノテーション従事者は BCCWJ-DVD 版 （Version 1.0） における文境界の
問題点として、基準の手がかりが文字列に基づく手法であるために係り受けを分断するよ
うな文境界が大量に発生すること、sentence@quasi 要素や sentence@fragment 要素にお
いては要素内に係り先が存在せず、離れた別の sentence 要素に係り先を認定するような
現象が起きること、全要素を xpointer などを用いないひとつの XML ファイルとして表
現するために ad hoc な後処理がなされ文単位認定に無理が生じていること、実データを見
ても必ずしも報告書どおりの処理がなされていないことの四つをあげている。 
BCCWJ-DepPara は BCCWJ に対する係り受け・並列構造アノテーションである（浅
原・松本 2013）。2012 年 10 月に BCCWJ-DVD 版（Version 1.0）を対象とした 初のバ
ージョンが公開10されている。 
基本方針として、元の文書構造タグを用いず、文の内容に即して “EOS” ラベルと“Z” ラ
ベルの 2 種類の文境界を認定している（浅原 2013）。 “EOS” ラベルは、係り受け関係が
つながる範囲で文を連結したもので、C-XML の 外スパンや M-XML の superSentence 
要素に近い基準となっている。“Z” ラベルは、係り受け関係ラベルの一種で “EOS” ラベル
で区切られる範囲内に出現する文末記号に対し付与される。“Z” ラベルは文末要素にしか付
与されないが、“Z” ラベルを根とする係り受け木の 大スパンを確認することで、局所的な































第９章 形態論情報付き統合形式 XML（M-XML） 
 
小木曽 智信 間淵 洋子 前川 喜久雄 
 
9.1 M-XML の概要 




XML ファイルの文字符号化方式は UTF-8（BOM なし）である。 
第 6 章で述べたとおり、M-XML には、数字変換（NumTrans）処理を施した M-XML_NT
と、数字変換を行っていない M-XML_OT の 2 種類の本文がある。それぞれのデータの格

















M-XML は次のような属性を持つ mergedSample 要素をルートとして上記の要素をまと
め上げている。 
<mergedSample sampleID="サンプル ID" type="BCCWJ‐MorphXML" version="1.1"> 


















検証になるが、すべての XML ファイルは単一の XML スキーマで検証済みである。この統
合に際してレジスター独自のタグを次のように一部変更している。 
OC ： <OCQuestion> → <article articleID="サンプル ID‐Question"> 
  <OCAnswer> → <article articleID="サンプル ID‐Answer"> 
OC, OY： <br type='physicalLine_original' /> → <webBr/> 




























図 9-1: 形態論情報付き統合形式 XML フォーマットの階層構造 
 
9.3 C-XML と M-XML の相違点 
 これまでに見てきたとおり、C-XML と M-XML の大きな相違は次の 4 点である。 
 固定長と可変長が統合されていること（9.1.1 節） 
 レジスターごとに異なる文書型定義が統一されていること（9.1.2 節） 
 短単位（SUW）・長単位（LUW）の形態論情報が付与されていること（第 6 章） 
 文（sentence）タグが修正されていること（第 8 章） 
ただし、これ以外にも M-XML ではいくつかの修正がなされている。以下、上記以外の
C-XML と M-XML の相違点や追加されたタグについて述べる。 
 
9.3.1 数字変換（NumTrans タグ） 
第 6 章で述べたとおり、M-XML_NT においては、数字変換（NumTrans）処理がなされ
ている。この処理が行われた箇所には、次のように NumTrans タグが付けられ、変換前の


































9.3.2 分数（fraction タグ） 
C-XML では帯分数にのみ fraction タグが付与されているが、M-XML では帯分数以外の
分数にも fraction タグが追加されている。 
<fraction>１／１０</fraction> 





































BCCWJ では、ふりがなは原則として 1 文字ごとに付与しているが、熟字訓や臨時的な
読みでは複数文字を ruby タグで囲んでいる。たとえば次のような例がある。 
1) 語彙
い
  （短単位よりも短いルビ） 
2) 時雨
しぐれ







  （短単位よりも長いルビ） 
4) 新しい





これらは C-XML では次のようにタグ付けされている。 
 
1a) <SUW>語<ruby rubyText="い">彙</ruby></SUW> 
2a) <SUW><ruby rubyText="しぐれ">時雨</ruby></SUW>  もしくは 
<ruby rubyText="しぐれ"><SUW>時雨</SUW></ruby> 
3a) <ruby rubyText="ケープタウン"><SUW>喜望</SUW><SUW>峰</SUW></ruby> 
4a) <ruby  rubyText="アール・ヌーヴォー "><SUW>新しい </SUW><SUW>芸術
</SUW></ruby> 
 













9.3.4 その他の追加されたタグ  
改ページ位置を示す参考情報が空要素の info タグに残されている。 
 
以上のように、できる限り互換性を保持するように努めているものの、各種の変更を加
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